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図三　Uma　Mahe§vara並坐像正面



図四　Uma　Mahe§vara並坐像背面
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調
査
報
告

京
都
大
学
中
央
ア
ジ
ア
学
術
調
査
隊
一
九
七
〇
年
度
の
調
査

京
都
大
学
中
央
ア
ジ
ア
学
術
調
査
隊

京都大学中央アジア学術調査隊一九七〇年度の調査

　
京
都
大
学
中
央
ア
ジ
ア
学
術
調
査
隊
は
、
一
九
五
九
年
に
発
足
し
た
京
都

大
学
イ
ラ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
パ
キ
ス
タ
ン
学
術
調
査
隊
と
一
連
の
も

の
で
あ
っ
て
、
前
隊
長
水
野
清
一
教
授
の
停
年
退
官
を
機
会
に
、
名
称
を
改

め
、
組
織
を
新
た
に
し
て
、
中
央
ア
ジ
ア
諸
地
域
の
考
古
学
的
調
査
を
お
こ

な
う
も
の
で
あ
る
。
第
一
次
と
し
て
「
ク
シ
ャ
！
ン
朝
を
中
心
と
す
る
中
央

ア
ジ
ア
の
遺
跡
の
調
査
」
を
計
画
し
、
そ
の
主
事
業
は
タ
パ
・
ス
カ
ン
ダ
ル

の
発
掘
と
し
、
あ
わ
せ
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ソ
連
領
中
央
ア
ジ
ア
、
イ

ラ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ン
ド
諸
国
に
お
け
る
関
係
遺
跡
、
遺
物
の
調
査
を

お
こ
な
う
こ
と
に
し
た
。

　
第
｝
回
の
調
査
隊
は
、
次
の
七
名
の
隊
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
一
九
七

〇
年
七
月
か
ら
七
一
年
一
月
ま
で
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

　
　
樋
口
隆
康
（
京
都
大
学
文
学
部
助
教
授
　
研
究
担
当
者
）

　
　
桑
山
正
進
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
助
手
）

　
　
田
中
重
雄
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
助
手
）

　
　
牛
川
喜
幸
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
技
官
）

　
　
山
田
明
爾
（
龍
谷
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
）

　
　
山
本
忠
尚
（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
）

　
　
桃
野
真
黒
（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
）

　
な
お
、
隊
員
と
は
別
に
、
大
谷
大
学
大
学
院
学
生
栗
須
礼
夫
氏
が
八
、
九

月
の
間
調
査
に
参
加
し
た
。

　
調
査
の
内
容
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
一
　
タ
パ
・
ス
カ
ソ
ダ
ル
の
発
掘
　
　
九
月
八
日
か
ら
十
二
月
一
九
日
ま

で
、
全
員
が
参
加
し
て
行
っ
た
が
、
そ
の
概
要
は
別
に
記
す
。

　
2
　
バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン
石
窟
寺
院
の
写
真
測
量
　
　
バ
ー
ミ
ヤ
ー
ソ
石
窟
寺

院
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
数
次
に
わ
た
っ
て
石
窟
の
構
造
や
壁
画
に
つ
い
て

の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
が
、
今
國
は
ス
テ
レ
オ
．
カ
メ
ラ
に
よ
る
遺
跡
全
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体
の
写
真
測
量
を
お
こ
な
っ
た
α
牛
川
隊
員
を
主
任
と
し
㌧
山
本
、
桃
野
私

樋
口
、
栗
須
ら
が
協
力
し
、
九
月
十
三
日
よ
り
十
月
二
十
二
日
ま
で
に
石
窟

全
面
と
、
五
三
メ
ー
ト
ル
大
仏
、
三
五
メ
…
ト
ル
大
仏
の
撮
影
を
実
施
し
た
。

　
3
　
ボ
ル
ジ
・
カ
フ
ィ
ー
ル
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
の
調
査
　
　
こ
れ
は
ス
カ
ン

ダ
ル
・
テ
ペ
の
東
北
方
に
あ
る
ス
ト
ゥ
ー
パ
で
あ
る
。
現
在
は
、
山
丘
上
に

ス
ト
ゥ
ー
パ
の
円
胴
部
が
の
こ
っ
て
お
り
、
高
さ
約
＝
ニ
メ
ー
ト
ル
、
胴
径
　

ニ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
。
頂
部
と
基
部
は
か
な
り
痛
ん
で
い
る
が
、

胴
部
を
め
ぐ
る
尖
頂
型
ア
ー
チ
の
列
寵
装
飾
は
、
比
較
的
よ
く
残
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ス
ト
ゥ
ー
パ
に
隣
接
し
て
、
方
形
の
建
物
跡
が
あ
り
、
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ

と
推
定
し
た
。
こ
の
ス
ト
ゥ
r
パ
に
つ
い
て
も
、
写
真
測
量
を
実
施
し
た
。

　
4
　
ソ
連
中
央
ア
ジ
ア
の
調
査
　
　
田
中
、
桃
野
の
両
名
は
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
へ
の
往
路
に
、
約
一
〇
日
間
を
費
し
て
、
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
の
歴
史
博

物
館
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
遺
跡
の
写
真
撮
影
、

な
ら
び
に
ア
フ
ラ
シ
ア
ー
ブ
、
ピ
ャ
ソ
ジ
ケ
ソ
ト
遺
跡
の
発
掘
を
視
察
し
た
。

　
5
　
イ
ン
ド
に
お
け
る
ク
シ
ャ
ー
ン
美
術
の
出
品
調
査
　
　
樋
口
は
菓
須

と
と
も
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
往
路
、
カ
ル
カ
ッ
タ
博
物
館
、
ラ
ク
ノ

ウ
博
物
館
、
ニ
ェ
ー
デ
リ
ー
博
物
館
、
ボ
ン
ベ
イ
の
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ

ェ
ー
ル
ズ
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
ガ
ン
ダ
ー
ラ
、
マ
ト
ゥ
ー
ラ
両
派
の

彫
刻
類
の
調
査
を
お
こ
な
い
、
あ
わ
せ
て
、
ア
ジ
ャ
ー
ン
タ
、
エ
ロ
ー
ラ
石

窟
寺
院
の
写
真
撮
影
を
実
施
し
た
。

　
6
　
イ
ー
ラ
ー
ン
の
調
査
　
　
山
本
は
ス
カ
ソ
ダ
ル
・
テ
ペ
の
発
掘
終
了

後
、
十
二
月
二
三
日
か
ら
一
月
一
二
日
ま
で
の
間
、
テ
ヘ
ラ
ン
の
国
立
博
物

館
に
お
い
て
、
タ
リ
シ
ュ
出
土
品
の
調
査
を
お
こ
な
い
、
つ
い
で
、
ペ
ル
セ

ポ
リ
ス
、
パ
サ
ル
ガ
ダ
エ
、
ナ
ク
シ
・
ル
ス
タ
ム
、
タ
リ
・
バ
タ
ン
等
の
諸

遺
跡
を
訪
齢
し
た
。

　
な
お
今
回
の
調
査
に
あ
た
っ
て
、
内
外
諸
氏
の
心
か
ら
の
協
力
に
感
謝
す

る
。
と
く
に
日
本
国
外
務
省
牧
内
恭
人
、
在
カ
ラ
チ
日
本
国
総
領
事
館
今
川

好
則
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
王
国
政
府
の
情
報
文
化
大
臣
モ
ハ
マ
ド
・
ハ
ビ
ビ
、

渉
外
部
長
シ
ャ
リ
フ
ィ
、
考
古
研
究
所
の
シ
ャ
ヒ
バ
イ
・
ム
ス
タ
マ
ン
デ
ィ
、

サ
イ
エ
ド
・
ア
ジ
ム
。
レ
ハ
、
モ
ハ
マ
ド
・
ア
モ
ン
、
サ
ラ
イ
・
ポ
ジ
ャ
郡

役
所
…
長
の
モ
ハ
マ
ド
・
カ
ジ
ム
・
イ
ブ
ラ
ト
、
カ
ー
ブ
ル
国
立
博
物
館
の
ア

ー
マ
ド
・
ア
リ
・
モ
タ
メ
デ
ィ
、
バ
ラ
ク
ザ
イ
、
ま
た
ス
ピ
ン
ザ
ル
会
社
社

長
サ
ル
ワ
ー
ル
・
ナ
ー
シ
エ
ル
及
び
同
顧
問
の
橋
本
亮
一
の
各
氏
、
な
ら
び

・
に
御
教
示
を
頂
い
た
在
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
フ
ラ
ン
ス
考
古
代
表
団
（
D
A

F
A
）
の
P
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
、
イ
タ
リ
ア
調
査
団
の
M
・
タ
デ
イ
、
ド
イ
ツ

調
査
団
の
K
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
各
氏
、
及
び
イ
ン
ド
考
古
局
、
イ
ラ
ン
考

古
馬
、
テ
ヘ
ラ
ン
駐
在
日
本
大
使
館
な
ど
で
あ
る
。

　
こ
の
調
査
は
昭
和
四
五
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
を
主
体
と
し
、
一
部
民

間
か
ら
の
奨
学
研
究
費
に
よ
っ
て
、
お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
樋
口
隆
康
）
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タ
パ

・
ス
カ
ン
ダ
ル
第
一
回
発
掘
調
査
概
報

　
－
迦
畢
試
国
の
霧
蔽
多
伐
刺
祠
城
の
比
定
－

京都大学中央アジア学術調査隊一九七〇年度の調査

　
従
来
の
調
査

　
タ
パ
・
ス
カ
ソ
ダ
ル
6
即
犀
Q
り
碁
昌
〔
一
霞
は
、
あ
る
い
は
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
・

テ
ペ
、
あ
る
い
は
イ
ス
カ
ソ
デ
リ
ア
と
よ
ば
れ
る
。
ス
カ
ン
ダ
ル
と
は
「
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
」
の
意
の
ペ
ル
シ
ャ
語
に
相
当
す
る
。
一
九
四
六
年
に
発

表
さ
れ
た
ギ
ル
シ
ュ
マ
ソ
菊
・
O
げ
呼
ω
げ
ヨ
ρ
づ
　
の
べ
グ
ラ
ム
発
掘
報
告
の
な

か
で
、
彼
は
こ
の
三
跡
に
ふ
れ
、
踏
査
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
ス
ト
ラ
ボ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
い
う
オ
ル
ト
ス
パ
ナ
〇
二
畠
℃
磐
勲
を
こ
こ
に
比
定
し
て
い
る
。
　
フ
ー
シ

ェ
〉
．
男
。
蛋
。
プ
費
や
シ
ュ
ラ
ン
ベ
ル
ジ
ェ
O
・
ω
o
ず
冴
ヨ
ぴ
震
σ
Q
Φ
H
な
ど
は
こ

の
遺
跡
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
ふ
れ
て
い
な
い
。
ア
フ
ガ
ン
考
古
研
究
所
の
踏

査
は
未
発
蓑
で
あ
る
が
、
採
集
さ
れ
た
土
器
を
観
察
す
る
と
、
上
限
が
五
，
世

紀
初
に
当
る
仏
教
寺
院
テ
ペ
・
マ
ラ
ン
ジ
ャ
ン
出
土
の
印
紋
に
類
配
す
る
も

の
、
ベ
グ
ラ
ム
H
期
の
黒
彩
講
習
杯
と
考
え
ら
れ
る
土
器
片
な
ど
が
認
め
ら

れ
た
。
こ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
ギ
ル
シ
ュ
マ
ン
の
比
定
が
も
し
妥
楽

で
あ
る
の
な
ら
ば
、
そ
し
て
イ
ス
カ
ン
デ
リ
ア
の
名
が
そ
の
ま
ま
古
名
を
伝

え
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
お
そ
く
と
も
㏄
四
世
紀
か
ら
ベ
グ
ラ
ム
H
期
の

曲
二
、
三
世
紀
を
と
お
り
、
テ
ペ
・
マ
ラ
ン
ジ
ャ
ン
の
翼
長
ま
で
の
歴
史
を

こ
の
広
大
で
高
い
テ
ペ
が
積
み
重
ね
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
と
り
も
直
さ
ず
こ
の
地
方
の
編
年
を
た
て
よ
う
と
す
る
者

に
と
っ
て
適
切
な
遺
跡
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・
ク
シ
ュ
山
脈
と
ザ
ラ
ヴ
シ
ャ
ン
山
脈
に
南
北
を
は
さ
ま
れ
、

そ
の
中
間
を
ア
ム
・
ダ
リ
ヤ
が
西
流
す
る
バ
ク
ト
リ
ア
あ
る
い
は
ト
ハ
リ
ス

タ
ソ
と
、
カ
ー
ブ
ル
河
中
下
流
域
す
な
わ
ち
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東
部
ラ
グ
マ

ソ
以
東
イ
ン
ダ
ス
河
に
至
る
広
義
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
と
は
、
同
じ
く
ヘ
レ
ニ
ズ

ム
文
化
の
影
響
を
う
け
な
が
ら
お
お
い
に
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。
コ
ー
・

ダ
ー
マ
…
ン
地
方
や
コ
ー
ヒ
ス
タ
ー
ン
地
方
及
び
カ
ー
ブ
ル
盆
地
を
ふ
く
め

た
広
い
意
味
で
の
カ
ー
ブ
ル
地
方
は
、
両
文
化
圏
の
中
間
に
位
置
し
、
地
理

的
に
も
考
古
学
的
に
も
独
特
の
様
相
を
示
す
こ
と
が
従
来
調
査
さ
れ
た
遺
跡

な
ど
か
ら
知
ら
れ
る
。
し
か
し
従
来
の
調
査
は
偶
然
性
を
ま
ぬ
が
れ
ず
、
各

遺
跡
遺
物
は
そ
れ
ぞ
れ
孤
立
し
て
、
編
年
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
そ
の
努

力
に
も
欠
け
て
い
た
。
こ
の
地
方
の
文
化
を
詳
細
に
検
討
す
る
と
、
独
自
の

様
相
を
示
す
と
考
え
ら
れ
た
も
の
の
な
か
に
、
前
記
両
地
方
の
伝
統
の
混
在

し
て
い
る
ら
し
い
面
が
う
か
が
え
、
ひ
い
て
億
そ
れ
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
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で
両
地
方
の
文
化
の
い
ろ
い
ろ
な
要
素
へ
と
系
統
づ
け
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
②

る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
が
推
論
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い

の
は
、
こ
の
地
方
の
考
古
学
的
編
年
が
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ

る
。
タ
パ
・
ス
カ
ン
ダ
ル
を
発
掘
地
に
選
定
し
た
の
は
こ
の
よ
う
な
理
由
に

よ
る
。

　
タ
パ
・
ス
カ
ン
ダ
ル
の
位
置
す
る
カ
ー
ブ
ル
北
方
の
盆
地
は
、
北
部
を
コ

ー
ヒ
ス
タ
ー
ン
、
南
部
を
コ
ー
・
ダ
ー
マ
ン
と
よ
び
、
北
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・

ク
シ
ュ
山
脈
、
南
は
ハ
イ
ル
・
バ
ネ
峠
を
境
に
カ
ー
ブ
ル
市
と
隔
て
ら
れ
、

海
抜
約
一
七
〇
〇
な
い
し
一
八
○
○
メ
…
ト
ル
の
広
い
盆
地
で
あ
る
。
北
部

に
は
パ
ン
ジ
ェ
シ
ー
ル
河
ぞ
い
に
ベ
グ
ラ
ム
の
新
旧
二
つ
の
都
城
跡
が
あ
り
、

こ
れ
を
中
心
に
し
て
、
仏
教
寺
院
跡
シ
ョ
ト
ラ
ク
、
パ
イ
タ
ヴ
ァ
、
コ
リ
・

ナ
ー
デ
ル
、
’
ハ
ム
・
ザ
ル
ガ
ル
、
ト
ー
プ
・
ダ
ラ
ー
な
ど
が
集
中
し
、
南
部

に
は
ハ
イ
ル
。
バ
ネ
南
斜
面
に
ス
ー
リ
ヤ
の
神
殿
跡
、
東
部
に
は
ボ
ル
ジ
・

カ
フ
ィ
ー
ル
・
ス
ト
ゥ
ー
パ
切
○
ユ
一
国
鉱
搾
。
・
呂
℃
9
が
あ
る
。
カ
ー
ブ
ル

か
ら
北
上
す
る
街
道
は
、
ハ
イ
ル
・
バ
ネ
を
通
り
、
チ
ャ
リ
カ
ル
に
お
い
て

バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン
に
通
ず
る
ゴ
ル
パ
ン
ド
渓
谷
道
と
サ
ラ
ン
グ
陣
を
通
り
バ
ク

ト
リ
ア
に
通
ず
る
道
と
に
わ
か
れ
る
。
こ
の
チ
ャ
リ
カ
ル
ま
で
の
街
道
に
は
、

サ
ラ
イ
・
ホ
ジ
ャ
o
Q
書
卓
国
げ
芝
。
す
と
カ
ラ
・
パ
ー
グ
閑
貴
節
切
騨
σ
q
鋼
と

い
う
二
つ
の
宿
場
が
並
ん
で
い
る
。
タ
パ
・
ス
カ
ソ
ダ
ル
は
カ
ー
ブ
ル
か
ら

約
三
〇
キ
ロ
の
サ
ラ
イ
・
ポ
ジ
ャ
の
東
南
パ
ー
ラ
ー
・
ア
ー
ブ
し
d
筥
騨
〉
ぴ

村
の
東
に
あ
る
ひ

　
今
年
度
の
タ
パ
・
ス
カ
ン
ダ
ル
に
貫
け
る
認
査
は
次
の
三
項
か
ら
成
り
立

つ
。
第
一
は
測
量
調
査
で
、
遣
跡
の
み
を
縮
尺
五
〇
〇
分
の
一
で
現
状
の
地

形
図
を
作
製
し
た
こ
と
。
遺
跡
東
方
の
丘
陵
地
の
一
〇
〇
〇
分
の
一
地
形
図

を
作
製
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
遺
跡
中
心
部
か
ら
西
寄
り
の
地
区
を
発

掘
し
た
こ
と
。
第
三
は
遺
跡
中
心
部
か
ら
東
審
り
の
地
区
を
発
掘
し
た
こ
と

で
あ
る
。
発
掘
の
総
面
積
は
一
、
六
一
六
平
方
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
。

　
測
　
量
　
調
　
査

　
九
月
一
二
日
か
ら
開
始
し
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
か
ら
実
際
に
発
掘

す
る
許
可
が
お
り
る
前
に
、
測
量
に
関
し
て
は
許
可
が
お
り
た
の
で
着
手
し

た
。
発
掘
を
開
始
し
た
九
月
二
三
日
ま
で
は
全
員
が
担
当
し
た
が
、
発
掘
開

始
後
は
、
樋
口
、
田
中
、
山
田
が
分
担
し
た
。
測
量
の
高
さ
の
基
準
点
は
、

街
道
か
ら
パ
ー
ラ
ー
・
ア
ー
ブ
村
に
は
い
る
点
に
海
抜
一
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル

の
点
が
あ
る
こ
と
は
五
万
分
の
一
の
地
図
に
記
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ

を
探
索
し
た
が
不
明
で
あ
っ
た
の
で
、
遺
跡
の
最
高
点
附
近
を
原
点
と
し
て

行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
パ
ー
ラ
ー
・
ア
ー
ブ
村
東
南
で
は
、
タ
パ
・
ス
カ

ソ
ダ
ル
が
き
わ
だ
っ
た
遣
跡
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
遺
跡
東
方
の
丘
陵

尾
根
上
に
小
さ
い
マ
ウ
ン
ド
状
の
三
跡
が
多
数
散
在
し
て
い
る
。
そ
の
た
め

測
量
調
査
は
テ
ペ
自
体
と
そ
の
附
近
と
を
別
個
に
前
後
し
て
お
こ
な
っ
た
。

テ
ペ
の
北
側
と
東
側
と
は
小
川
沢
が
あ
り
、
南
側
は
小
麦
畑
で
あ
る
。
南
側

142　（474＞，
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は
北
傭
囲
よ
り
約
一
六
メ
ー
ト
ル
｛
尚
く
、
東
側
は
西
側
よ
り
約

二
〇
メ
ー
ト
ル
高
い
。
し
た
が
っ
て
遺
跡
全
体
は
東
南
か
ら

西
北
に
か
け
て
ゆ
る
く
傾
斜
し
た
地
形
上
に
成
り
立
っ
て
い

る
。
遺
跡
の
長
軸
は
こ
の
東
南
か
ら
西
北
へ
傾
斜
す
る
方
向

に
あ
っ
て
、
四
四
〇
メ
ー
ト
ル
を
計
り
、
こ
れ
を
中
軸
線
と

し
て
ほ
ぼ
左
右
対
称
の
不
等
辺
六
角
形
（
ペ
ン
先
型
）
を
呈

す
る
（
挿
図
2
）
。
短
軸
の
最
大
幅
は
二
八
○
メ
ー
ト
ル
で

あ
る
。
　
テ
ペ
は
城
壁
で
か
こ
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
西
北

部
は
破
壊
さ
れ
た
ら
し
く
、
東
部
は
当
初
か
ら
存
在
し
て
い

な
か
っ
た
も
の
ら
し
い
。
き
わ
だ
っ
て
城
壁
の
存
在
を
示
し

て
い
る
の
は
南
部
で
あ
る
が
、
東
北
部
で
は
稜
墨
を
お
も
わ

せ
る
波
状
の
う
ね
り
が
外
面
に
み
え
る
。
短
軸
最
大
幅
で
き

っ
た
線
を
境
に
し
て
西
は
低
く
、
東
は
一
段
と
高
い
。
遺

跡
の
西
北
端
に
は
城
壁
が
採
土
さ
れ
て
大
き
く
崩
れ
た
あ
と

が
あ
り
、
方
形
の
日
乾
煉
瓦
を
積
ん
で
力
一
、
ボ
コ
型
天
井

げ
貧
屋
7
＜
窪
害
に
し
た
通
廊
が
露
出
し
て
い
る
。
煉
瓦
の

大
き
さ
は
、
三
八
×
三
八
×
九
（
セ
ン
チ
）
で
、
煉
瓦
を
縦

に
し
て
や
や
斜
め
に
も
た
せ
か
け
て
小
口
に
積
ん
だ
も
の
で
、

フ
ェ
ン
ド
キ
ス
タ
ー
ン
鴨
①
嵩
鳥
β
匠
ω
け
㊤
P
廃
寺
、
ガ
ズ
ニ
ー

の
タ
パ
・
サ
ル
ダ
ル
廃
寺
な
ど
に
地
理
的
に
近
い
類
例
が
し
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ら
れ
る
構
造
で
あ
る
が
、
　
ク
テ
シ
フ
ォ
ン
の
タ
…
キ
・
キ
ス
ラ
ー
8
帥
ρ
－
一

塁
一
。
。
3
に
そ
の
壮
大
な
サ
ー
サ
ー
ソ
朝
時
代
の
例
が
あ
る
。
こ
の
通
廊
の
北

方
、
テ
ペ
北
斜
面
に
は
粗
い
石
積
壁
が
露
出
し
、
ま
た
南
方
に
も
ア
ー
チ
の

断
面
や
日
乾
煉
瓦
積
が
き
り
く
ず
さ
れ
て
み
え
て
い
る
。
こ
の
附
近
か
ら
テ

ペ
の
長
軸
に
そ
っ
て
城
壁
の
内
側
に
は
い
る
と
、
小
平
坦
部
分
が
あ
り
、
門

口
の
よ
う
に
両
側
か
ら
地
形
が
張
り
出
し
た
と
こ
ろ
を
通
っ
て
進
む
と
広
い

平
坦
部
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
東
へ
か
け
て
高
さ
約
一
〇
メ
…
ト
ル
の
台
地
に

な
り
、
さ
ら
に
台
地
上
に
は
、
長
軸
よ
り
や
や
南
へ
偏
し
て
こ
の
テ
ペ
の
中

心
と
目
さ
れ
る
一
段
高
い
地
形
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
プ
ラ
ン
は
中
ぶ
く
ら

み
の
長
方
形
で
長
軸
方
向
に
そ
い
、
中
央
は
大
き
い
建
物
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
地
形
を
示
し
、
こ
れ
を
は
さ
ん
で
長
方
形
の
両
側
（
東
と
西
）
は
テ
ラ

ス
状
の
地
形
を
呈
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
西
側
は
建
物
の
存
在
を
せ
予
想
さ

る
隆
起
が
あ
り
、
河
原
石
が
散
乱
し
て
い
る
が
、
東
側
は
ま
っ
た
く
平
坦
で
、

た
だ
こ
こ
か
ら
中
心
の
建
物
に
登
る
大
階
段
を
予
想
さ
せ
る
よ
う
な
舌
状
の

張
り
出
し
だ
け
が
顕
著
で
あ
る
。
中
央
の
建
物
を
予
想
さ
せ
る
部
分
は
中
心

部
が
埋
土
で
大
き
く
撹
乱
さ
れ
て
多
量
の
河
原
石
が
散
乱
す
る
が
、
な
か
に

半
壊
し
た
方
形
柱
礎
が
転
が
っ
て
い
る
。
円
形
の
柄
孔
そ
の
他
の
加
工
あ
と

が
み
ら
れ
る
。
テ
ペ
東
部
台
地
上
の
北
半
分
は
は
な
は
だ
し
く
撹
乱
さ
れ
て
、

随
所
に
掘
り
お
こ
さ
れ
た
土
が
盛
り
あ
げ
ら
れ
、
ま
た
河
原
石
が
多
数
散
乱

し
て
い
る
。

　
テ
ペ
の
東
方
の
丘
陵
地
は
小
川
沢
に
よ
っ
て
二
つ
に
わ
け
ら
れ
、
テ
ペ
に

近
い
丘
陵
で
は
す
く
な
く
と
も
九
基
の
マ
ウ
ン
ド
が
あ
り
、
こ
れ
よ
り
遠
い

丘
陵
上
に
一
二
基
の
マ
ウ
ン
ド
を
教
え
た
（
挿
図
1
の
×
印
）
。
ま
た
テ
ペ
の

中
心
か
ら
約
一
キ
ロ
の
丘
陵
端
に
は
、
石
積
の
遺
構
が
露
出
し
て
い
る
。
七

つ
の
翠
雲
を
も
つ
望
楼
の
よ
う
な
性
格
を
示
す
構
造
で
、
残
高
は
約
四
メ
ー

ト
ル
あ
っ
た
。
我
々
は
テ
ペ
自
体
を
ス
カ
ン
ダ
ル
ー
の
名
で
よ
び
、
丘
陵
上

に
群
集
す
る
小
遺
跡
群
を
ス
カ
ン
ダ
ル
丑
、
望
楼
状
の
遺
構
を
ス
カ
ン
ダ
ル

皿
と
よ
ぶ
（
挿
図
1
）
。
ス
カ
ン
ダ
ル
ー
に
つ
い
て
は
、
発
掘
に
先
だ
ち
、
遺

構
・
遺
物
の
記
録
の
た
め
に
、
遺
跡
の
一
点
を
基
準
に
し
て
遺
跡
全
体
を
組

み
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
平
方
の
枠
組
を
方
位
に

従
っ
て
設
定
し
、
そ
れ
を
さ
ら
に
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ず
つ
の
大
区
画
に
区
切

っ
た
（
挿
図
2
）
。
大
区
画
の
名
称
は
、
東
北
隅
か
ら
南
へ
順
に
一
、
2
、
3

と
し
、
西
南
隅
の
2
5
ま
で
を
数
え
る
。
各
々
の
大
区
画
は
さ
ら
に
五
メ
ー
ト

ル
平
方
の
小
区
画
に
わ
か
ち
、
東
西
列
は
西
か
ら
A
～
V
ま
で
、
南
北
列
は

北
か
ら
一
～
2
0
の
符
号
を
つ
け
た
の
で
、
こ
の
小
区
画
の
西
北
隅
は
A
1
、

東
南
隅
は
V
2
0
と
よ
ば
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
遺
跡
の
全
地
域
は
、
ス

カ
ン
ダ
ル
ー
－
大
区
画
番
号
－
小
区
画
番
号
（
例
n
I
i
1
2
1
A
1
8
）
の
符

号
で
過
不
足
な
く
よ
び
う
る
。

　
発
　
掘
　
調
　
査

　
全
域
の
発
掘
を
目
的
と
し
た
長
期
に
わ
た
る
調
査
で
あ
る
た
め
、
今
年
度
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は
ま
ず
遺
跡
中
心
部
の
平
面
発
掘
を
主
と
し
、
必
要
な
地
点
に
お
け
る
層

泣
的
発
掘
も
合
わ
せ
行
な
う
こ
と
と
し
た
。
遺
跡
東
半
の
台
地
上
に
あ
る

中
ぶ
く
ら
み
の
長
方
形
遺
構
の
西
側
の
台
地
は
、
周
辺
に
壁
を
予
想
さ
せ

る
隆
超
が
あ
り
、
中
央
部
が
ゆ
る
く
窪
ん
で
い
て
、
火
き
い
ひ
と
つ
の
部

屋
を
形
づ
く
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
た
。
こ
こ
を
第
一
の
発
掘
地
と
し
た
。

一
1
1
3
区
に
ふ
く
ま
れ
る
場
所
で
、
九
月
二
三
日
か
ら
十
月
末
ま
で
か
か

り
、
樋
口
、
桑
山
、
山
本
、
桃
野
が
主
と
し
て
あ
た
っ
た
。
ま
た
東
側
の

台
地
に
あ
る
大
階
段
と
考
え
ら
れ
る
部
分
が
第
二
の
発
掘
地
で
、
こ
こ
は

I
1
8
区
に
あ
た
り
、
十
一
月
初
か
ら
桑
山
と
山
本
が
担
当
し
て
発
掘
し

た
。
台
地
の
西
で
城
壁
と
台
地
と
の
間
に
周
闘
か
ら
き
わ
だ
っ
た
｝
小
丘

が
あ
り
、
そ
れ
が
台
地
の
遺
構
西
半
の
低
い
平
坦
部
と
の
間
に
あ
っ
て
特

殊
な
性
格
を
示
し
て
い
る
と
予
想
し
た
の
で
、
小
丘
の
意
味
を
調
べ
る
た

め
に
こ
こ
を
第
三
の
発
掘
地
と
し
た
。
こ
こ
は
一
…
1
8
区
に
ふ
く
ま
れ
、

一
1
8
区
と
平
行
し
て
、
桑
山
、
桃
野
が
握
当
し
て
調
査
し
た
。
同
時
に

台
地
と
小
丘
と
の
関
連
を
つ
か
む
た
め
、
こ
の
闇
に
二
〇
メ
…
ト
ル
の
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

レ
ン
チ
を
入
れ
た
。
　
「
I
1
1
3
、
1
8
区
（
挿
図
5
）
”
5
」
1
5
、
K
1
5
、
L
1
5

　
　
　
　
　
　
　
（

の
ト
レ
ン
チ
か
ら
発
掘
に
着
手
し
た
。
置
土
は
約
一
五
セ
ン
チ
で
、
’
そ
の

下
は
非
常
に
乾
燥
し
た
土
が
か
た
く
五
〇
セ
ン
チ
ぼ
ど
堆
積
し
て
い
る
。

K
1
5
の
中
央
に
お
い
て
こ
の
堆
積
土
の
下
に
不
規
則
な
石
列
が
あ
り
、
こ

れ
よ
り
直
角
に
西
に
の
び
る
同
様
な
石
列
が
認
め
ら
れ
た
が
、
」
1
5
ま
で
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は
至
ら
ず
に
消
減
し
て
い
た
。
J
1
5
で
は
西
へ
か
た
よ
っ
た
大
小
の
石
が
散

乱
し
て
い
る
。
こ
れ
は
H
1
5
ま
で
つ
づ
い
て
い
る
。
K
蔦
の
石
列
は
三
楽
四

〇
セ
ン
チ
で
、
板
石
や
栗
石
を
泥
土
で
か
た
め
て
か
な
り
冷
評
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
壁
の
残
り
と
認
め
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
L
1
5
、
M
1
5
で
は
、
遺

構
の
一
部
を
認
め
た
。
と
く
に
L
1
5
で
は
、
東
北
か
ら
西
南
へ
地
表
が
ゆ
る

く
隆
起
し
、
遣
構
が
地
表
下
の
浅
い
レ
ベ
ル
で
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
は
予
想
さ

れ
た
。
表
土
一
〇
セ
ン
チ
の
厚
さ
を
除
く
と
胃
壁
の
上
端
が
あ
ら
わ
れ
た
。

壁
の
残
高
は
約
四
〇
セ
ン
チ
で
、
基
底
に
小
さ
い
板
石
を
し
き
、
小
口
を
壁

面
に
あ
ら
わ
し
て
い
た
。
壁
の
基
礎
の
高
さ
で
ト
レ
ン
チ
内
は
一
様
に
堅
く
、

床
面
が
あ
り
、
多
数
の
土
器
片
が
出
土
し
た
。
土
器
は
無
紋
の
赤
色
土
器
が

多
い
が
、
紬
陶
片
も
そ
れ
に
つ
い
で
多
く
、
現
代
イ
ス
タ
ヲ
フ
産
の
陶
器
に

類
漏
し
て
い
た
の
で
、
泥
蜂
の
時
期
が
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
に
く
だ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
壁
を
残
し
て
、
約
一
メ
ー
ト
ル
の
厚
さ
の
デ
ブ
リ

白
び
艮
。
。
を
掘
り
さ
げ
る
と
、
ち
．
“
う
ど
泥
壁
の
下
方
で
板
石
小
口
積
の
造

構
の
西
端
一
部
が
あ
ら
わ
れ
た
。
残
高
は
僅
か
に
二
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
が
、

円
孤
状
の
プ
．
ラ
ン
を
示
す
。
石
積
壁
は
小
石
ま
じ
り
の
黒
褐
色
土
の
上
に
あ

り
、
黒
褐
色
土
の
す
ぐ
下
は
岩
盤
で
あ
っ
た
。
ト
レ
ン
チ
西
半
で
は
岩
盤
を

南
北
方
向
に
四
〇
セ
ン
チ
だ
け
段
状
に
掘
り
さ
げ
て
加
工
し
た
あ
と
が
あ
っ

た
。
発
掘
の
こ
こ
ま
で
の
段
階
で
、
泥
壁
の
時
期
と
．
石
積
壁
の
二
時
期
を
認

め
た
の
で
、
前
者
を
使
用
し
た
時
期
を
上
層
期
、
後
者
を
使
用
し
た
時
期
を

下
書
期
と
よ
ぶ
こ
と
に
し
た
。
M
1
5
は
L
蔦
と
同
様
二
期
の
遺
構
の
～
部
が

あ
る
。
上
蒼
黒
の
泥
壁
は
、
基
礎
の
写
譜
を
ト
レ
ン
チ
南
に
若
干
残
す
だ
け

で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
下
層
期
の
壁
は
、
東
面
し
な
が
ら
南
北
に
の
び
、

南
半
は
残
り
が
よ
く
、
北
半
は
く
ず
れ
て
い
た
。
南
半
の
壁
面
は
大
石
を
列

潔
し
て
、
そ
の
間
隙
を
小
さ
い
板
石
で
う
め
こ
む
構
成
で
非
常
に
整
っ
た
面

を
み
せ
て
い
た
。
石
積
の
上
に
は
日
乾
煉
瓦
を
積
ん
で
い
る
（
挿
図
3
）
。
上

層
の
壁
は
こ
の
下
層
の
日
乾
煉
瓦
積
の
上
面
を
削
平
し
て
か
ら
築
い
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
ト
レ
ン
チ
で
も
岩
盤
の
上
に
下
落
の
壁
が
あ
っ
た
。
G
1
4
、

F
1
4
に
お
い
て
も
上
層
期
に
属
す
る
泥
壁
が
出
現
し
た
が
、
こ
こ
で
は
G
、

F
両
ト
レ
ン
チ
の
境
に
お
い
て
南
北
方
向
に
の
び
る
幅
約
一
六
〇
セ
ン
チ
の

厚
い
泥
壁
が
あ
り
、
G
1
4
、
G
1
5
に
お
い
て
こ
の
壁
か
ら
蕩
角
に
東
方
へ
の

び
る
幅
約
八
○
セ
ン
チ
の
泥
壁
が
あ
ら
わ
れ
た
。
幅
八
○
セ
ン
チ
の
二
つ
の

泥
壁
問
は
四
・
三
メ
ー
ト
ル
で
、
床
面
に
パ
ン
焼
き
竈
一
基
と
貯
蔵
審
二
基

と
が
あ
る
。
J
1
4
、
H
1
4
は
非
常
に
乱
れ
た
地
区
で
、
G
1
4
の
垣
壁
は
こ
こ

で
は
あ
ら
わ
れ
ず
、
壁
の
崩
壊
土
が
表
土
下
心
〇
セ
ン
チ
ま
で
つ
ま
り
、
そ

こ
で
堅
い
床
面
ら
し
い
レ
ベ
ル
と
な
る
。
こ
の
レ
ベ
ル
の
J
1
4
西
北
部
か
ら

多
量
の
土
器
が
出
土
し
た
。
K
1
4
で
は
北
側
に
菓
西
に
走
る
軸
壁
が
あ
り
、

そ
の
す
ぐ
下
の
レ
ベ
ル
に
下
層
期
の
石
積
の
遺
構
が
あ
り
、
そ
れ
は
高
さ
約

九
〇
セ
ン
チ
を
計
る
。
L
1
4
で
は
K
1
4
か
ら
続
く
泥
壁
と
こ
れ
よ
り
し
1
3
へ

の
び
る
粗
壁
と
が
あ
り
、
壁
下
愚
八
○
セ
ン
チ
で
、
残
存
状
態
は
比
較
的
よ
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挿図3　下層期建物の壁面（1－13区一M15）

い
。
L
1
4
の
南
半
で
は
、
L
1
5
か
ら
つ
づ
く
加
工
あ
と
の
あ
る
岩
盤
を
確
認

し
た
。
岩
盤
上
に
厚
さ
約
一
〇
セ
ン
チ
の
黒
褐
色
土
、
そ
の
上
に
う
す
い
灰

層
が
あ
る
。
灰
層
の
上
を
小
石
ま
じ
り
の
黄
褐
色
土
で
埋
め
立
て
、
上
層
の

泥
壁
を
き
つ
い
て
い
る
。
北
へ
の
び
る
上
層
壁
の
基
礎
は
、
東
西
壁
の
基
礎

よ
り
二
八
セ
ン
チ
低
い
。
M
1
4
で
は
、
M
1
5
か
ら
つ
づ
い
て
く
る
下
層
期
の

石
積
壁
が
岩
盤
上
に
み
と
め
ら
れ
た
。
立
ち
あ
が
り
は
約
四
〇
セ
ン
チ
を
残

す
。
こ
の
壁
の
う
え
に
比
較
的
厚
い
灰
層
が
あ
り
、
上
層
期
の
泥
壁
が
、
南

北
方
向
に
走
る
。
N
1
3
、
M
1
3
で
は
下
層
期
の
石
積
壁
が
た
ち
あ
が
り
一
〇

セ
ン
チ
ほ
ど
し
か
残
ら
な
い
状
態
で
M
1
4
か
ら
つ
づ
き
、
N
1
2
に
か
か
っ
た

と
こ
ろ
で
消
滅
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
M
1
3
で
は
、
こ
れ
ま
で
東
面
し
か

つ
か
め
な
か
っ
た
下
層
壁
の
西
面
と
そ
れ
が
直
角
に
西
へ
折
れ
て
ゆ
く
部
分

を
確
認
し
た
。
た
ち
あ
が
り
は
東
面
と
同
じ
く
、
約
一
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。

N
1
3
、
M
1
3
に
お
け
る
下
層
壁
は
削
平
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
上

に
L
1
4
の
岩
盤
上
で
み
ら
れ
た
と
同
様
な
う
す
い
灰
層
が
あ
り
、
そ
の
上
に

上
層
壁
が
南
北
に
走
っ
て
い
る
。
L
1
4
に
み
え
る
壁
を
南
側
の
壁
面
と
し
、

L
1
3
、
L
1
2
に
つ
ら
な
る
壁
を
西
側
の
壁
と
し
、
M
1
2
に
北
側
の
壁
を
も
つ

長
方
形
の
一
室
を
画
す
る
。
ト
レ
ン
チ
に
あ
ら
わ
れ
た
と
こ
ろ
に
は
出
入
口

が
な
か
っ
た
。
部
屋
の
大
き
さ
は
内
法
一
〇
・
ニ
メ
ー
ト
ル
×
三
・
五
メ
ー

ト
ル
、
壁
の
幅
は
約
八
○
セ
ン
チ
で
あ
る
。
こ
の
部
屋
の
床
面
は
二
回
あ
り
、

新
し
い
床
は
泥
土
を
た
た
き
し
め
た
清
楚
な
状
態
を
呈
し
、
M
1
2
側
に
大
小

147 （479）



灘
燃

蕪
‘繍1

仔
舞
甑

繋熱

　妖＿

灘
鰹
　

　　

@　

蟻
鋤

、欝毯

騨

騰
灘
　
灘
．
鍵

挿図4　上層期泥壁と基底の石列（1－13区一L13）

二
基
の
パ
ン
焼
き
竈
と
石
囲
い
の
施
設
が
あ
る
。
石
囲
い
の
施
設
は
、
内
部

の
床
面
を
約
三
〇
セ
ン
チ
掘
り
こ
み
、
木
材
を
さ
し
わ
た
し
て
お
り
、
そ
の

両
端
は
囲
い
石
の
下
に
も
ぐ
っ
て
い
る
。
用
途
は
判
定
し
が
た
い
。
古
い
方

の
床
は
こ
れ
よ
り
約
二
〇
セ
ン
チ
下
に
あ
り
、
砂
利
ま
じ
り
の
堅
緻
な
面
と

し
て
確
認
し
た
。
こ
の
部
屋
の
東
方
の
壁
は
、
さ
ら
に
北
北
東
へ
約
一
七
・

ニ
メ
ー
ト
ル
の
び
た
と
こ
ろ
ま
で
認
め
た
。
N
9
に
お
い
て
こ
の
壁
と
直
交

す
る
東
西
に
の
び
る
壁
に
当
る
。
こ
れ
は
Q
9
よ
り
K
8
に
至
っ
て
お
わ
る
。

Q
9
か
ら
さ
ら
に
東
南
東
に
の
び
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
二
八
メ
ー
ト

ル
ま
で
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
長
大
な
二
つ
の
壁
で
分
割
さ
れ
る
区
域
の
う
ち
、

西
側
に
つ
い
て
記
す
と
、
L
1
1
、
L
1
2
、
M
！
1
で
は
地
表
下
約
五
〇
セ
ン
チ

で
岩
盤
が
み
と
め
ら
れ
、
そ
の
う
ち
、
L
n
と
し
1
2
で
は
岩
盤
の
う
え
に
下

層
壁
は
ま
っ
た
く
存
在
せ
ず
、
岩
盤
の
す
ぐ
上
に
栗
石
や
砕
石
を
土
と
と
も

に
つ
め
こ
ん
で
な
ら
し
た
上
層
の
床
が
あ
り
、
一
方
M
1
1
で
は
、
岩
盤
を
削

り
な
ら
し
て
小
さ
い
板
石
を
積
ん
だ
下
層
壁
の
一
部
が
あ
っ
た
。
立
ち
あ
が

り
は
約
一
〇
セ
ン
チ
か
ら
二
〇
セ
ン
チ
を
残
す
に
す
ぎ
な
い
。
こ
こ
以
外
に

も
岩
盤
上
に
同
様
の
つ
め
こ
み
を
し
て
床
と
し
た
上
層
期
の
遺
構
が
K
8
～

1
0
、
L
8
～
1
0
、
M
8
～
1
0
、
N
9
～
1
0
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
Q

9
、
P
9
、
N
9
～
1
2
も
同
様
で
あ
っ
た
。
N
1
1
～
1
3
で
は
、
こ
の
床
に
対

応
す
る
も
う
ひ
と
つ
の
壁
面
が
西
む
き
に
あ
ら
わ
れ
、
N
1
1
か
ら
N
1
3
ま
で

つ
づ
い
て
稜
墜
の
よ
う
な
プ
ラ
ン
を
も
つ
構
築
物
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
施
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挿図5　建物平面図（1－13，　18匿）（約1：600）

設
な
ら
び
に
こ
れ
に
つ
づ
く
壁
面
は
、
基
礎
石
列
と
そ
の
う
え
の
た
ち
あ
が

り
約
一
〇
～
二
〇
セ
ン
チ
の
泥
々
の
面
を
残
す
の
み
で
あ
る
。
P
！
1
～
1
3
の

床
は
こ
の
壁
を
削
平
し
た
う
え
に
つ
く
ら
れ
た
床
面
で
あ
る
。
Q
9
か
ら
K

8
に
か
け
て
走
る
壁
は
、
L
8
な
ど
で
部
分
的
に
補
修
さ
れ
た
あ
と
が
あ
る
。



こ
の
壁
か
ら
北
へ
四
つ
の
壁
が
の
び
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
あ
た
り
か
ら
北

は
急
傾
斜
の
斜
面
に
な
り
、
ま
た
撹
乱
さ
れ
た
あ
と
が
あ
っ
て
、
い
ず
れ
の

壁
も
図
に
み
え
る
部
分
を
残
す
の
み
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
K
7
の
壁
と
L
8

の
壁
と
の
間
、
お
よ
び
L
8
の
二
つ
の
壁
の
間
、
こ
の
こ
ヶ
所
に
は
非
常
に

多
く
の
河
原
石
が
つ
ま
っ
て
い
た
。

　
記
述
を
転
じ
て
、
L
1
4
、
K
1
4
の
上
層
壁
は
さ
ら
に
西
方
に
つ
づ
き
、
J

13

ﾅ
北
へ
折
れ
、
」
1
2
に
至
っ
て
き
れ
て
い
る
。
J
1
1
で
は
焼
成
煉
瓦
片
の

た
ま
り
が
各
所
に
あ
っ
た
の
み
で
、
」
／
2
か
ら
壁
は
つ
づ
い
て
い
な
い
。
ま

た
J
1
3
へ
と
西
進
す
る
壁
は
残
存
状
態
が
わ
る
い
。
構
造
は
、
基
礎
石
列
の

上
に
丁
零
を
つ
く
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
よ
り
北
進
す
る
壁
は
石

積
で
、
平
ら
な
砕
石
や
河
原
石
を
泥
土
で
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
な
が
ら
粗
く
つ
ん

だ
も
の
で
、
上
層
期
に
属
す
る
壁
と
し
て
は
例
外
で
あ
る
。
J
η
で
は
、
こ

の
石
積
壁
の
下
約
一
〇
セ
ン
チ
が
粗
い
土
層
で
、
そ
の
下
に
黒
灰
層
が
あ
り
、

灰
層
の
下
に
東
西
に
の
び
る
主
と
し
て
板
石
を
多
く
積
ん
だ
壁
の
上
端
が
あ

る
。
こ
れ
は
ト
レ
ン
チ
の
北
と
南
に
あ
っ
て
相
対
し
、
平
行
に
走
っ
て
い
る
。

M
1
5
か
ら
N
1
3
に
つ
づ
く
下
層
期
の
壁
の
石
積
法
と
は
こ
と
な
り
、
板
石
を

多
く
使
っ
た
や
や
粗
い
織
…
成
の
壁
面
を
も
っ
て
い
る
。

　
発
掘
開
始
後
ほ
ど
な
く
G
1
4
、
G
1
5
、
F
1
4
、
F
1
5
で
出
現
し
た
厚
さ
　

穴
○
セ
ン
チ
の
壁
は
、
F
1
6
で
撹
乱
さ
れ
切
れ
て
い
た
が
、
F
1
6
か
ら
一
直

線
に
約
四
三
メ
ー
ト
ル
つ
づ
き
、
H
7
ま
で
確
認
し
た
。
H
7
で
も
撹
乱
さ

れ
切
れ
て
い
た
。
こ
の
壁
の
外
側
す
な
わ
ち
西
側
に
は
、
二
つ
の
稜
塁
の
よ

う
な
施
設
が
あ
る
。
そ
の
位
置
は
F
！
6
か
ら
H
7
に
至
る
壁
の
ほ
ぼ
中
央
部

に
あ
っ
て
、
相
方
の
問
隔
は
約
四
・
五
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
平
面
形
は
正
八
角

形
を
半
恥
し
た
形
で
、
そ
の
一
辺
は
壁
の
方
向
と
平
行
し
て
い
る
。
北
側
の

稜
墾
は
南
側
よ
り
残
り
が
よ
く
、
残
高
約
五
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。
両
稜
墾
の

間
に
は
門
口
ら
し
い
構
造
を
示
す
も
の
は
な
く
、
壁
が
続
い
て
い
る
。
そ
の

長
大
な
壁
は
、
壁
東
側
に
つ
づ
く
上
層
期
の
泥
壁
と
の
関
係
か
ら
、
上
層
期

に
属
す
る
周
壁
の
一
部
と
判
定
し
た
。

　
H
1
2
、
H
1
3
、
G
1
2
、
G
1
3
の
四
ト
レ
ン
チ
に
わ
た
る
地
域
の
中
心
部
は

地
形
自
身
が
陥
没
し
た
と
こ
ろ
で
、
後
世
掘
り
け
ず
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

H
／
0
、
H
1
1
で
は
、
周
壁
上
端
を
ふ
く
む
レ
ベ
ル
に
ひ
と
つ
の
床
面
が
あ
っ

た
。
床
面
に
は
、
泥
壁
基
底
の
石
玉
が
残
り
、
小
石
の
敷
石
が
こ
の
石
列
に

そ
っ
て
若
干
残
っ
て
い
た
。
J
8
、
」
9
、
J
1
0
、
H
9
に
お
け
る
幅
八
○

セ
ン
チ
の
塁
壁
が
周
壁
に
接
続
し
て
い
る
状
態
か
ら
、
周
壁
と
こ
の
泥
壁
と

は
同
時
期
に
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
H
1
0
、
H
1
1
の
敷
石
の
床

．
齎
は
、
周
壁
よ
り
新
し
い
時
期
に
属
す
る
（
挿
図
6
）
。
周
壁
と
泥
壁
と
で
か

こ
ま
れ
る
J
8
、
」
9
の
各
々
に
は
、
大
小
の
河
原
石
の
埋
立
て
が
あ
り
、

こ
れ
を
除
去
す
る
と
、
」
8
、
」
9
で
ひ
と
つ
の
床
面
が
認
め
ら
れ
た
。
床

面
の
ほ
ぼ
中
心
に
は
各
室
と
も
パ
ン
焼
き
寵
が
あ
り
、
多
量
の
土
器
片
が
検

出
さ
れ
た
。
」
8
の
部
屋
の
東
壁
南
端
と
」
9
の
部
屋
の
東
壁
翼
壁
そ
れ
ぞ
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鴛

三
男
．
”

挿図6　上層期最後の床面（1－13区一H11）

れ
の
中
央
と
に
出
入
口
が
あ
り
、
後
継
老
は
泥
土
で
ふ
さ
が
れ
て
い
た
。
J
9

の
部
屋
の
床
下
は
約
五
〇
セ
ン
チ
堅
緻
な
黄
褐
色
土
が
つ
ま
っ
て
お
り
、
そ
の

す
ぐ
下
に
下
層
期
の
整
っ
た
構
成
の
壁
体
が
あ
ら
わ
れ
た
。
大
き
い
壁
体
の
東

北
隅
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
壁
体
の
周
囲
は
多
く
の
石
が
投
げ
こ
ま
れ

て
お
り
、
上
層
期
の
壁
を
つ
く
る
時
に
、
下
層
期
の
構
築
物
を
う
め
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
ま
た
下
層
期
の
壁
が
他
所
と
同
じ
く
、
岩
盤
の
上
に
つ
く
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。
壁
面
の
構
成
は
M
1
3
、
M
1
4
、
M
！
5
、
M
1
3
と
同

じ
で
あ
っ
た
。

こ
の
段
階
に
お
い
て
前
述
の
小
丘
に
か
け
て
第
9
列
に
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
、
西

方
へ
の
ば
し
た
。
そ
の
結
果
、
J
9
で
あ
ら
わ
れ
た
下
層
の
壁
体
は
、
上
層
期
の

周
壁
の
下
を
通
っ
て
E
9
ま
で
約
一
六
メ
ー
ト
ル
つ
づ
き
、
そ
こ
で
ほ
ぼ
直
角

に
南
撰
し
、
E
1
3
南
端
ま
で
二
三
メ
ー
ト
ル
続
き
、
直
角
に
西
へ
折
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
（
挿
図
7
）
。
こ
の
下
層
期
の
壁
体
は
、
そ
の
規
模
や
プ
ラ
ン

か
ら
大
き
な
テ
ラ
ス
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。
G
9
か
ら
F
9
、
E
9
へ
と
地

形
は
徐
々
に
西
へ
傾
斜
し
て
い
る
の
で
、
下
層
の
壁
体
の
西
面
上
端
は
表
土
の

す
ぐ
下
で
あ
ら
わ
れ
た
。
G
9
は
周
壁
外
側
に
当
り
、
上
層
期
の
遺
物
や
焼
成

煉
瓦
を
多
量
に
ま
じ
え
た
黄
褐
色
土
が
表
土
の
下
に
西
方
へ
む
か
っ
て
く
ず
れ

落
ち
、
そ
の
下
す
な
わ
ち
周
壁
の
基
底
か
ら
下
へ
、
炭
や
灰
を
ま
じ
え
た
黒
褐

色
土
が
何
回
に
も
わ
た
っ
て
お
ち
、
堆
積
し
て
い
た
。
こ
の
懇
懇
色
土
は
下
層

期
の
壁
体
の
削
平
さ
れ
た
上
面
に
至
っ
て
い
た
。
下
層
期
の
壁
体
は
、
周
壁
の
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騨
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灘
謙

襲離

挿図7　下層期テラス壁面の石積（1－13区一EIO）

挿図8　神像出土状態（1－13区一F10）

直
下
で
は
岩
盤
上
約
二
〇
セ
ン
チ
の
残
高
を
も
っ
て
残
っ
て
い
た
が
、
西
行
す

る
に
つ
れ
て
そ
の
基
底
部
を
残
す
の
み
と
な
る
。
し
か
し
、
岩
盤
自
身
が
西
へ

む
か
っ
て
傾
斜
し
て
い
る
の
で
、
F
9
で
あ
ら
わ
れ
た
壁
体
西
面
は
、
岩
盤
の

上
約
一
五
〇
セ
ン
チ
の
高
さ
ま
で
残
り
、
下
層
期
で
も
っ
と
も
整
っ
た
壁
面
と

し
て
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
石
積
壁
体
の
上
に
は
も
と
か
な
り
の
高
さ
ま

で
日
乾
煉
瓦
を
積
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
F
1
0
、
G
！
0
で
三
重
に
積
ん

だ
あ
と
を
残
す
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
日
乾
煉
瓦
の
上
で
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
神
像
が

出
土
し
た
（
挿
図
8
）
。
そ
れ
は
ウ
マ
ー
・
マ
へ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
⊂
旨
μ
・
自
ρ
犀
㌣

い
く
p
轟
の
並
坐
像
で
、
ク
マ
ー
ラ
隊
目
目
普
p
と
考
え
ら
れ
る
裸
身
童
子
が
、

ウ
マ
ー
の
裳
の
左
下
に
と
り
つ
い
て
い
る
独
特
な
構
成
を
も
つ
白
大
理
石
像
で

152 （484）



京都大学中央アジア学術調査隊一九七〇年度の調査

あ
る
。
出
土
地
点
は
地
表
下
欄
一
二
〇
セ
ン
チ
、
上
層
期
周
壁
の
稜
塗
基
底

よ
り
約
八
○
セ
ン
チ
下
で
、
F
1
0
ト
レ
ン
チ
の
東
で
あ
る
。
正
面
を
や
や
西

南
に
む
け
て
正
立
し
て
い
た
が
、
マ
へ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
頭
部
、
右
膝
、
三
叉

戟
を
も
つ
左
上
轄
、
ウ
マ
ー
上
半
身
な
ど
は
像
の
南
側
の
日
乾
煉
瓦
の
う
え

に
打
ち
お
と
さ
れ
て
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
打
ち
お
と
さ
れ
た
部
分
の
出
土
レ

ベ
ル
は
、
像
の
基
台
正
面
の
銘
文
帯
よ
り
下
で
あ
っ
た
。
銘
文
帯
以
下
は
像

を
立
て
る
た
め
に
は
う
め
こ
ま
れ
る
は
ず
の
部
分
で
、
打
ち
欠
か
れ
た
も
の

挿図9　下層期居住区（部分）（1－13区一A9～D9）

が
こ
の
レ
ベ
ル
で
出
土
し
た
こ
と
は
、
神
像
が
原
位
置
か
ら
動
か
さ
れ
た
の

ち
に
破
壊
さ
れ
た
電
と
を
示
し
て
い
る
。

　
岩
盤
は
E
9
、
D
9
、
B
9
、
A
9
、
V
9
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
。
そ

れ
は
F
9
の
下
層
期
の
壁
体
の
下
か
ら
西
へ
傾
斜
し
て
い
る
。
壁
体
の
西
方

は
、
C
9
ま
で
建
物
あ
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
C
9
か
ら
B
9
に
か
け
て
ト
レ

ン
チ
を
南
北
忙
な
な
め
に
横
切
る
土
止
め
の
石
積
が
あ
り
、
壁
体
と
土
止
め

と
の
間
に
は
、
砕
石
混
入
の
土
が
岩
盤
の
上
に
か
た
く
盛
ら
れ
て
い
た
。
こ

　
れ
は
I
i
1
3
区
の
下
層
期
の
壁
に
つ
く
床
面
で
確
認
さ
れ
た
状
態
と
ま
つ

　
た
く
同
じ
で
あ
り
、
土
止
め
の
西
側
に
土
止
め
と
平
行
し
て
走
る
石
積
壁

　
の
時
期
を
下
層
期
の
も
の
と
判
定
す
る
手
が
か
り
に
な
っ
た
。
土
止
め
の

　
西
側
に
は
R
ト
レ
ン
チ
ま
で
の
間
に
石
積
壁
を
も
つ
一
連
の
建
物
が
あ
る

　
（
挿
図
9
）
。
壁
の
方
向
に
よ
っ
て
大
き
く
三
回
の
建
築
期
に
わ
け
ら
れ
る
。

　
第
一
は
土
止
め
と
平
行
す
る
壁
を
も
つ
建
物
で
、
こ
れ
は
ト
レ
ン
チ
に
平

　
行
し
て
あ
ら
わ
れ
た
第
二
の
建
物
の
東
灘
を
一
部
削
っ
て
、
第
二
の
建
物

　
と
接
続
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
第
二
の
建
物
が
第
一
の
建
物
よ
り
早
く

　
築
造
さ
れ
て
い
る
。
第
三
は
、
第
二
の
建
物
の
西
方
U
9
か
ら
R
ト
レ
ン

　
チ
に
至
る
間
に
あ
る
。
前
二
者
の
建
物
の
壁
幅
が
約
八
○
セ
ン
チ
～
一
〇

　
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
の
に
対
し
、
第
三
の
壁
は
一
八
○
セ
ン
チ
あ
る
。
第
三

　
の
建
物
の
う
ち
東
西
に
の
び
る
壁
は
南
側
に
厚
さ
約
七
〇
セ
ン
チ
で
の
ち

　
に
附
加
増
広
さ
れ
た
壁
面
を
も
っ
て
い
る
。
第
二
と
第
三
の
建
物
と
の
間
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、

に
は
、
第
二
の
建
物
に
接
し
て
数
回
に
わ
た
っ
て
造
ら
れ
た
石
積
が
あ
り
、

こ
れ
は
第
二
と
第
三
の
建
物
の
芳
意
順
序
を
決
定
す
る
た
め
重
要
な
部
分
で

あ
る
が
、
と
く
に
U
9
、
T
9
は
イ
ス
ラ
ム
時
代
の
墓
葬
が
多
く
、
い
ち
じ

る
し
く
撹
乱
さ
れ
て
前
後
闘
係
決
定
を
困
難
に
し
て
い
る
（
挿
図
5
）
。

　
こ
れ
ら
三
回
に
わ
た
る
建
物
の
壁
は
同
じ
く
下
層
期
に
属
す
る
と
は
い
え
、

1
－
1
3
区
の
テ
ラ
ス
の
石
積
と
は
大
い
に
異
な
っ
て
い
る
。
テ
ラ
ス
で
は
大

石
を
列
潔
し
、
そ
の
間
隙
を
小
さ
い
板
状
の
石
で
充
填
す
る
が
、
こ
こ
で
は

積
ま
れ
た
石
の
大
き
さ
に
ほ
と
ん
ど
差
が
な
ぐ
、
積
み
方
も
テ
ラ
ス
の
よ
う

に
整
容
に
且
つ
墨
賑
に
と
と
の
え
ず
、
粗
く
、
泥
土
で
石
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ

て
積
む
方
法
に
従
っ
て
お
り
、
泥
土
は
現
在
は
な
は
だ
し
く
乾
燥
し
て
お
り
、

粗
積
を
い
っ
そ
う
粗
く
み
せ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
同
じ
下
層
期
に
お
い
て

も
建
物
の
規
模
や
性
格
に
よ
っ
て
石
積
法
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
た

の
で
あ
る
。
ま
た
発
掘
当
初
に
考
え
た
小
山
の
意
味
は
、
イ
ス
ラ
ム
隠
代
の

墓
葬
に
よ
る
盛
土
で
あ
る
ほ
か
に
ま
っ
た
く
別
の
意
味
は
な
く
、
幅
一
八
○

セ
ン
チ
の
壁
を
も
つ
第
三
の
建
物
の
レ
ベ
ル
は
第
一
、
第
二
の
建
物
の
そ
れ

と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
っ
た
。
I
1
1
3
区
A
9
～
D
9
お
よ
び
1
1
1
8
区
U

9
、
V
9
に
お
い
て
は
表
土
直
下
で
上
の
よ
う
な
建
物
の
壁
が
出
現
し
、
1

－
1
3
区
周
壁
東
方
で
み
ら
れ
た
泥
壁
の
建
物
の
遺
構
は
ま
っ
た
く
認
め
ら
れ

ず
、
し
た
が
っ
て
こ
の
区
域
で
は
上
層
期
は
な
く
、
下
層
期
だ
け
で
あ
っ
た
。

　
ニ
ー
1
8
区
（
挿
図
1
0
）
”
D
1
6
～
G
1
6
、
D
1
7
～
H
1
7
、
D
1
8
～
J
1
8
、
F

（

19

`
H
1
9
の
一
八
の
区
画
を
発
掘
し
て
神
祠
風
遺
構
を
認
め
た
。
発
掘
当
初
、

大
階
段
が
あ
る
と
予
想
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
。
否
黒
部
の
最
高
所
に
当
る
E

17

ｩ
ら
東
へ
F
1
7
、
G
1
7
ま
で
を
ま
ず
発
掘
し
た
。
地
旗
下
三
〇
セ
ン
チ
か

ら
四
〇
セ
ン
チ
に
お
い
て
日
乾
煉
瓦
が
一
嵩
に
あ
ら
わ
れ
た
が
、
非
常
に
風

化
し
こ
わ
れ
た
部
分
が
多
い
。
う
い
た
煉
瓦
を
若
干
と
り
の
ぞ
い
て
E
1
8
、

F
1
8
、
F
1
6
に
う
つ
っ
た
が
、
E
1
8
、
F
1
8
で
も
や
は
り
上
面
の
か
な
り
壊

れ
た
日
乾
煉
瓦
づ
み
が
あ
ら
わ
れ
、
H
1
8
、
G
1
9
に
お
い
て
は
、
南
北
に
走

る
東
向
き
石
積
壁
の
壁
面
が
あ
ら
わ
れ
、
H
1
7
、
G
1
9
で
ほ
ぼ
直
角
に
西
折

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
の
地
域
に
大
階
段
が
存
在
す
る
こ
と
は
考
え

ら
れ
な
く
な
っ
た
。
こ
の
壁
の
壁
面
構
成
は
、
1
1
1
3
区
テ
ラ
ス
壁
面
と
ほ

と
ん
ど
基
本
は
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
大
石
が
比
較
的
扁
平
で
、
間

隙
を
う
め
る
石
の
大
き
さ
も
テ
ラ
ス
の
そ
れ
ほ
ど
小
さ
く
な
く
、
む
し
ろ
テ

ラ
ス
と
第
一
～
第
三
の
建
物
と
の
中
間
形
式
に
当
る
。
こ
の
壁
面
に
沿
っ
て

E
1
8
、
G
1
7
、
F
1
7
、
F
1
6
、
E
1
6
を
次
々
に
発
掘
し
て
い
っ
た
。
H
1
7
、

G
1
9
で
西
潔
し
た
北
面
す
る
壁
は
、
黒
八
メ
ー
ト
ル
す
す
ん
で
、
や
や
南
に

折
れ
、
再
び
西
へ
六
・
三
メ
ー
ト
ル
直
進
し
、
一
・
五
メ
ー
ト
ル
だ
け
南
折

し
、
．
ま
た
西
へ
す
す
ん
で
い
た
。
こ
の
時
点
で
D
1
6
～
D
1
8
を
あ
ら
た
に
調

査
し
た
。
こ
の
区
域
は
中
央
陥
没
区
の
東
端
に
当
り
、
区
域
の
西
側
が
大
き

く
壊
れ
去
っ
て
い
る
の
で
、
壊
乱
面
を
清
掃
し
た
。
す
る
と
D
1
7
に
お
い
て

£
1
7
、
F
1
7
か
ら
つ
づ
く
日
乾
煉
瓦
積
が
あ
ら
わ
れ
、
も
っ
と
も
残
り
の
よ 154 （486）
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い
と
こ
ろ
で
高
さ
一
．
・
六
メ
ー
ト
ル
を
計
る
ソ
リ
ヅ
ド
な
煉
瓦
積
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
煉
瓦
積
の
下
に
は
そ
の
基
礎
と
な
る
高
さ
面
一
メ
ー

ト
ル
の
石
積
の
壁
面
が
あ
り
、
前
述
の
北
面
す
る
石
積
壁
と
ほ
ぼ
直
角
に
ま

じ
わ
り
D
1
6
で
西
北
の
角
が
あ
ら
わ
れ
た
。
こ
こ
で
我
々
は
こ
の
舌
状
部
に

挿図11神祠風建物正面の石段（1－8区一H18）

あ
る
建
物
が
石
積
壁
の
基
礎
の
上
に
日
乾
煉
瓦
を
積
ん
だ
ひ
と
つ
の
難
物
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
あ
る
。
建
物
の
南
面
は
G
9
か
ら
F
1
8
に
お
よ

ぶ
約
七
・
七
メ
ー
ト
ル
の
壁
面
と
そ
れ
よ
り
や
や
北
に
ひ
っ
こ
ん
で
E
1
8
ま

で
約
六
・
四
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
壁
が
あ
る
が
、
D
E
1
8
で
は
こ
の
建
物
か

ら
南
へ
の
び
る
厚
い
壁
が
あ
る
。
建
物
は
長
軸
に
も
短
軸
に
も
左
右
非
相
称

で
、
い
ず
れ
の
隅
も
正
確
に
直
角
で
な
い
か
、
ま
た
は
直
角
に
と
ら
れ
て
い

て
も
壁
は
の
び
る
に
従
っ
て
歪
み
を
生
じ
て
い
る
。
建
物
の
東
三
分
の
一
で

は
石
積
壁
の
上
の
日
乾
煉
瓦
は
非
常
に
残
り
が
わ
る
い
。
建
物
東
壁
の
ほ
ぼ

中
央
に
長
軸
に
そ
っ
て
幅
約
八
四
セ
ン
チ
の
三
段
の
石
段
が
附
属
し
て
、
建

物
へ
の
昇
り
口
を
示
し
て
い
た
（
挿
図
1
1
）
。
石
質
は
多
孔
質
の
石
灰
岩
で
、

階
段
の
最
下
段
の
足
踏
面
（
す
な
わ
ち
中
央
の
段
の
下
底
）
の
レ
ベ
ル
と
建

物
東
壁
の
基
底
レ
ベ
ル
と
は
同
じ
で
あ
り
、
最
下
段
の
基
底
の
レ
ベ
ル
で
、

建
物
の
前
庭
に
は
多
数
の
石
が
散
乱
し
て
い
た
。
石
質
は
階
段
の
石
質
と
同

じ
も
の
で
あ
る
。
壁
に
つ
か
わ
れ
た
石
質
は
未
詳
で
あ
る
が
、
階
段
の
石
と

は
ま
っ
た
く
別
で
あ
る
。
ま
た
散
乱
し
た
石
塊
よ
り
も
東
、
す
な
わ
ち
J
1
8

に
お
い
て
厚
さ
約
二
〇
～
三
〇
セ
ン
チ
で
非
常
に
き
め
の
こ
ま
か
い
灰
が
た

ま
っ
て
い
た
。
躍
層
の
下
に
は
岩
盤
が
一
部
で
認
め
ら
れ
た
。
残
り
の
わ
る

い
日
乾
煉
瓦
を
清
掃
し
て
ゆ
く
と
、
こ
の
東
三
分
の
一
は
、
両
袖
（
南
と
北
）

と
奥
壁
（
西
）
を
日
乾
煉
瓦
で
積
ん
で
、
階
段
の
あ
る
東
側
は
開
放
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
三
壁
に
そ
っ
て
高
さ
約
六
〇
セ
ン
チ
の

1．56 （488＞・
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難
灘
．

…
三
舞
蟹
畿
慰

嵐
、

挿図12　神祠風建物北壁の石積（工一8区一F17～G17）

ベ
ン
チ
状
の
施
設
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
両
袖
と
奥
壁
と
こ
れ
ら
に
対

応
す
る
床
面
に
は
も
と
全
体
に
泥
土
を
厚
さ
五
ミ
リ
～
八
ミ
リ
ほ
ど
上
塗
り

し
て
い
た
。
ベ
ン
チ
状
施
設
の
西
北
部
に
青
色
（
ラ
ピ
ス
・
ラ
ズ
リ
色
）
が

一
点
残
っ
て
い
た
。
ベ
ン
チ
状
施
設
の
幅
は
奥
壁
の
前
で
一
・
六
メ
ー
ト
ル

あ
っ
た
。
両
袖
つ
き
の
部
分
は
破
壊
さ
れ
て
い
て
正
確
に
計
り
が
た
か
っ
た
。

奥
壁
の
立
ち
あ
が
り
は
約
六
五
セ
ン
チ
を
残
し
、
こ
こ
か
ら
建
物
の
奥
へ
と

日
乾
煉
瓦
が
積
ん
で
あ
っ
た
。
F
1
8
の
東
南
部
は
日
乾
煉
瓦
が
非
常
に
く
ず

れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
北
へ
の
び
る
東
む
き
の
石
積
壁
が
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
建
物
の
東
南
隅
か
ら
南
壁
に
そ
っ
て
ち
ょ
う
ど
七
・
七
メ
ー
ト
ル
の

と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
南
壁
が
こ
の
点
を
境
に
全
体
に
北
へ
や
や
引
っ
こ
ん
で
．

い
る
。
建
物
北
壁
に
は
こ
れ
に
呼
応
す
る
位
置
、
す
な
わ
ち
建
物
東
北
隅
か

ら
約
八
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
壁
が
や
は
り
南
へ
折
れ
て
い
る
。
こ
の
あ
た

り
の
石
積
壁
の
基
礎
は
、
南
聴
す
る
線
を
境
に
し
て
、
東
側
は
西
側
よ
り
二

二
〇
セ
ン
チ
低
い
。
同
時
に
石
積
の
高
さ
も
西
側
が
約
一
・
難
題
ー
ト
ル
で

あ
る
の
に
対
し
、
東
側
は
○
・
六
メ
ー
ト
ル
で
、
い
ち
じ
る
し
く
低
い
（
挿

図
1
2
）
。
こ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
、
建
物
の
東
三
分
の
一
す
な
わ
ち
階
段
を

も
ち
、
両
袖
奥
壁
の
あ
る
拝
殿
風
の
部
分
は
、
建
物
当
初
か
ら
あ
っ
た
も
の

で
は
な
く
、
増
広
部
分
で
あ
り
、
建
物
全
体
か
ら
み
れ
ば
、
最
終
段
階
に

お
け
る
前
室
の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
考
え
方

を
さ
ら
に
つ
よ
あ
た
の
弦
、
F
認
で
認
め
た
南
北
に
走
っ
て
東
面
す
る
壁
面
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が
、
建
物
南
壁
か
ら
約
二
・
ニ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
西
へ
折
れ
、
日
乾
煉

瓦
を
石
積
壁
の
上
に
積
み
な
が
ら
五
・
五
メ
ー
ト
ル
す
す
み
、
北
へ
折
れ
て
、

約
四
・
三
メ
ー
ト
ル
つ
づ
き
、
さ
ら
に
東
へ
折
れ
て
五
・
五
メ
ー
ト
ル
す
す

ん
で
終
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
建
物
東
三
分

の
一
の
西
側
に
、
や
は
り
北
・
西
・
南
の
三
方
を
か
こ
み
、
策
が
開
放
し
た

拝
殿
風
の
プ
ラ
ン
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
建
物
当
初
の
前
室

と
考
え
ら
れ
、
そ
の
後
東
へ
同
様
な
プ
ラ
ン
の
建
物
を
接
し
て
増
築
し
、
日

乾
煉
瓦
を
も
っ
て
三
方
の
壁
を
つ
く
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
延
線
部
分

の
面
壁
と
当
初
の
建
物
の
前
室
の
三
方
の
壁
で
か
こ
ま
れ
る
ほ
ぼ
正
方
形
の

部
分
は
日
乾
煉
瓦
で
埋
め
立
て
ら
れ
た
。
増
広
以
前
の
前
室
の
床
は
、
日
乾

煉
瓦
を
敷
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
西
北
隅
に
石
だ
ま
り
が
あ
っ
て
、
焼
土
や

灰
が
検
出
さ
れ
た
ほ
か
、
奥
壁
の
石
積
壁
の
一
部
が
煤
に
よ
っ
て
黒
化
し
て

い
た
。

　
こ
の
建
物
と
工
一
1
3
、
1
8
な
ど
の
地
域
の
建
物
と
の
関
係
馬
と
く
に
相
対

的
な
年
代
は
困
確
で
な
く
、
次
回
の
調
査
に
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

か
し
石
積
壁
自
身
や
石
積
壁
の
上
に
日
乾
煉
瓦
を
つ
む
構
築
の
形
式
は
、
1

1
1
3
区
の
テ
ラ
ス
の
そ
れ
に
も
っ
と
も
國
連
が
ふ
か
い
。
し
た
が
っ
て
今
年

度
に
え
た
知
見
か
ら
は
｝
応
こ
の
I
1
8
区
の
建
物
を
下
墨
期
に
当
て
て
お

く
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
、
こ
の
建
物
は
そ
の
プ
ラ
ン
か
ら
み

て
贋
住
を
目
的
に
し
た
も
の
で
は
な
く
、
前
室
の
形
態
な
ど
は
む
し
ろ
神
繭

風
の
建
物
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
神
殿
に
関
連
す
る
遺
物
の
出
土
は

ま
っ
た
く
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
も
一
応
右
の
よ
う
に
理
解
し
て
次
回
の
調
査

に
期
待
す
る
。

　
出
　
土
　
遺
　
物

　
発
掘
し
た
区
域
が
広
範
囲
で
あ
る
の
に
比
較
す
る
と
田
土
遺
物
は
す
く
な

い
。
主
な
遺
物
だ
け
を
と
り
あ
げ
て
記
述
を
す
す
め
る
。

e
土
器
及
び
土
製
品
”
土
器
が
遺
物
中
も
っ
と
も
多
い
。
完
形
品
が
二
二
点
、

断
片
三
一
七
八
七
片
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
無
文
の
赤
色
土
器
が
約
二
九
〇
四

九
片
、
彩
粕
陶
が
約
一
九
六
九
片
、
灰
色
土
器
が
七
六
九
片
で
あ
る
。
こ
の

三
種
は
発
掘
さ
れ
た
地
域
に
よ
っ
て
比
率
に
大
き
な
差
異
が
認
め
ら
れ
た
。

1
－
1
3
区
の
周
壁
内
部
の
建
物
と
周
壁
の
外
側
へ
と
堆
麟
し
た
層
、
こ
れ
は

い
ず
れ
も
上
層
期
に
当
る
が
、
そ
こ
で
は
赤
色
土
器
は
土
器
片
総
数
の
八
八

％
、
紬
陶
は
一
〇
％
、
灰
色
土
器
は
二
％
で
あ
っ
た
。
第
9
ト
レ
ン
チ
の
テ

ラ
ス
西
方
の
住
居
区
（
第
一
、
第
二
、
笛
三
の
建
物
）
で
は
、
赤
色
土
器

が
九
六
％
弱
を
占
め
、
灰
色
土
器
は
三
％
、
和
陶
は
一
％
強
で
わ
ず
か
に
七

六
片
を
数
え
た
に
す
ぎ
な
い
。
1
…
8
区
の
神
祠
風
の
建
物
で
ば
絶
鮒
量
が

前
二
者
の
地
域
よ
り
す
く
な
い
。
勅
陶
は
三
片
出
土
し
た
の
に
す
ぎ
ず
、
赤

色
土
鴇
が
九
八
％
、
灰
色
土
器
が
二
％
弱
で
あ
っ
た
。
テ
ラ
ス
西
方
の
住
居

区
で
は
粘
陶
は
こ
と
ご
と
く
表
土
と
建
物
と
の
間
の
堆
積
層
か
ら
出
土
し
、

堆
積
層
は
上
層
期
の
周
壁
か
ら
外
の
斜
面
に
む
か
っ
て
堆
積
し
た
も
の
で
あ
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る
か
ら
Y
居
住
区
で
は
紬
陶
を
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
、
居
住

区
が
下
層
期
に
属
す
る
手
が
か
り
の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
。
I
1
8
区
出
土
の

土
器
は
み
な
き
わ
め
て
小
さ
い
断
片
で
、
建
物
に
対
し
て
二
義
的
な
遺
物
で

あ
る
。
泥
壁
の
建
物
を
も
つ
上
層
期
と
石
積
の
建
物
を
も
つ
下
層
期
と
の
問

に
は
、
建
築
技
術
上
の
相
異
の
ほ
か
に
こ
の
よ
う
に
土
器
の
上
か
ら
も
は
な

は
だ
し
い
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
土
器
に
は
押
印
紋
が
認
め
ら
れ
た
。
上
層

期
に
特
色
あ
る
図
柄
は
葡
萄
の
房
を
表
現
し
た
も
の
で
、
下
層
期
に
は
あ
ら

わ
れ
な
い
。
下
層
期
は
種
類
が
多
く
、
連
珠
を
く
わ
え
た
鳥
を
連
珠
円
環

の
中
に
表
現
し
た
も
の
、
あ
る
い
は
連
珠
を
く
わ
え
た
鳥
だ
け
の
も
の
、
連

珠
円
環
の
中
に
八
弁
の
花
を
表
現
し
た
も
の
、
そ
の
他
が
あ
る
。
前
二
者
は

サ
ー
サ
ー
ン
朝
の
伝
統
的
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
～
般
に
テ
ペ
・
マ
ラ
ン
ジ
ャ

ン
日
⑦
も
。
竃
ρ
窮
訂
智
雷
出
土
の
押
印
紋
に
よ
く
合
致
す
る
三
紋
が
多
い
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

は
、
下
層
期
の
年
代
を
決
定
す
る
た
め
に
注
意
を
要
す
る
。
テ
ラ
・
コ
ッ
タ

像
は
馬
の
表
現
が
も
っ
と
も
多
い
が
、
人
物
が
二
つ
出
土
し
た
。
ひ
と
つ
は

上
半
身
を
早
し
、
下
半
身
の
み
で
あ
る
が
、
広
潤
な
上
衣
と
密
着
し
た
ズ
ボ

ン
を
つ
け
る
。
こ
れ
は
…
般
に
イ
ラ
ン
風
な
衣
裳
と
よ
ば
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
片
面
型
造
り
で
あ
る
。
他
は
花
冠
を
か
ぶ
っ
た
婦
人
像
で
、
頭
部
を

残
す
だ
け
で
あ
る
。
眼
は
粘
土
を
刻
ん
で
、
中
央
に
竹
筒
刺
突
に
よ
る
瞳
の

表
現
が
あ
る
。
頭
に
黒
の
彩
色
が
残
っ
て
い
る
。
煎
者
は
I
1
1
3
－
P
1
4
の

表
土
か
ら
、
後
者
は
一
…
1
3
i
M
1
1
の
岩
盤
上
で
そ
れ
ぞ
れ
出
土
し
た
。
紡

錘
車
は
三
九
点
で
、
い
ず
れ
も
土
器
片
か
ら
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

◎
滑
石
製
及
び
大
理
石
製
の
容
器
片
が
一
三
点
出
土
し
た
。
い
ず
れ
も
テ
ラ

ス
薦
方
の
下
層
期
の
第
三
建
物
か
ら
出
土
し
た
。
ま
た
滑
石
製
容
器
片
の
外

面
に
は
、
パ
ル
メ
ヅ
ト
風
の
植
物
紋
を
連
珠
円
環
の
間
隙
に
配
し
た
浅
浮
彫

の
装
飾
が
あ
り
、
サ
ー
サ
ー
ン
の
銀
器
の
モ
チ
ー
フ
に
類
似
点
を
認
め
う
る

も
の
で
あ
る
。

㊨
貨
幣
は
発
掘
さ
れ
た
区
域
が
広
範
囲
で
あ
っ
た
の
に
比
し
す
く
な
い
。
一

一
点
を
採
集
し
た
が
床
面
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
は
な
い
。
銀
貨
は
一
枚
で
、

銅
貨
が
一
〇
枚
で
あ
り
、
そ
の
一
枚
の
銀
貨
は
、
の
ち
に
ペ
ン
ダ
ン
ト
と
し

て
用
い
た
た
め
一
端
に
加
工
あ
と
が
あ
っ
た
が
、
サ
ー
サ
ー
ン
朝
の
カ
ワ
L

ド
二
世
発
行
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
銅
貨
の
う
ち
直
径
一
八
ミ
リ
、

重
量
三
・
ニ
グ
ラ
ム
の
も
の
は
、
裏
面
い
っ
ぱ
い
に
拝
火
壇
の
図
柄
が
み
え
、

サ
ー
サ
ー
ン
朝
初
期
の
王
の
発
行
し
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
直
径
二
・
四

セ
ン
チ
、
重
量
一
〇
・
一
〇
グ
ラ
ム
の
も
の
は
、
妥
当
が
は
げ
し
い
が
、
ギ

リ
シ
ア
文
学
が
判
読
で
き
て
、
㏄
0
8
国
菊
認
閃
○
》
ω
の
も
の
で
あ
る
。
ま

た
カ
ロ
シ
ュ
テ
ィ
文
字
が
「
…
…
同
ρ
α
q
ρ
O
㊤
彰
ρ
鷲
…
・
：
」
と
判
読
で
き
た
直

径
二
・
三
セ
ン
チ
、
重
量
九
・
ニ
グ
ラ
ム
の
も
の
は
、
イ
ン
ド
・
パ
フ
ラ
ヴ

ァ
系
の
ω
娼
鴛
ρ
G
q
ρ
二
ρ
日
。
ω
の
も
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
の
貨
幣
が
い
ず
れ
も

遺
跡
の
年
代
決
定
に
無
価
値
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

㈲
鉄
製
口
㎜
は
釘
が
も
っ
と
も
多
い
が
、
鐡
も
若
干
あ
り
、
な
か
に
二
股
鎌
が
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一
点
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ク
ン
ド
ゥ
ズ
の
チ
ャ
カ
ラ
ク
・
テ
ペ
皿
期
（
ポ
ス
ト

・
ク
シ
ャ
ー
ソ
期
）
の
出
土
品
に
類
似
し
て
い
る
。

㊨
白
大
理
石
彫
刻
類
”
ウ
マ
ー
・
マ
へ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
G
ヨ
四
冨
p
げ
①
い
く
ρ
目
四

並
坐
像
一
躍
と
他
に
神
像
の
手
、
腕
な
ど
の
残
欠
小
品
が
四
点
出
土
し
た
。

　
ウ
マ
ー
・
マ
ヘ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
並
坐
像
（
懇
懇
、
四
）
”
総
高
八
一
．
五

セ
ン
チ
。
基
台
の
銘
文
帯
（
図
五
）
の
横
の
長
さ
四
三
セ
ン
チ
、
高
さ
五
・

八
セ
ン
チ
。
銘
文
帯
の
下
の
粗
彫
り
部
の
高
さ
二
一
セ
ン
チ
。
像
全
体
の
厚

み
一
八
セ
ン
チ
。
銘
文
に
シ
ヴ
ァ
の
異
名
で
あ
る
マ
へ
ー
シ
．
一
ヴ
ァ
ラ
が
読

め
る
の
で
、
神
妃
は
ウ
マ
ー
の
名
を
と
る
。
マ
へ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
が
ナ
ソ
デ

ィ
ソ
に
坐
し
、
マ
へ
ー
シ
．
一
ヴ
ァ
ラ
の
左
に
ウ
マ
ー
が
よ
り
そ
い
、
ク
マ
ー

ラ
国
二
日
習
p
が
ウ
マ
ー
の
左
下
に
と
り
つ
い
た
像
を
簡
単
な
基
台
の
上
に

彫
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
マ
へ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
は
、
脚
を
内
に
折
り
ま
げ

て
右
む
き
に
う
ず
く
ま
る
三
眼
の
ナ
ン
デ
ィ
ン
の
上
に
左
脚
を
折
っ
て
半
跡

の
姿
勢
で
坐
す
。
上
体
を
や
や
右
に
傾
け
て
い
る
。
ナ
ン
デ
ィ
ン
は
頸
に
花

曇
（
ま
た
は
鈴
）
を
さ
げ
、
足
が
マ
へ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
の
ド
ー
テ
ィ
α
プ
。
鉱

の
下
方
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
マ
へ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
は
連
珠
の
頸
飾
、
聖
紐

団
ゆ
旨
。
℃
ρ
＜
詳
ρ
、
腰
帯
を
つ
け
た
ド
ー
テ
ィ
の
他
は
裸
身
で
あ
る
。
腕
は
左

右
二
本
で
四
管
。
右
前
の
腕
は
肱
を
ま
げ
て
下
腕
を
上
に
あ
げ
て
い
る
。
手

首
に
腕
輪
の
表
現
が
あ
る
が
、
手
は
欠
損
す
る
。
右
後
腕
は
の
ば
し
、
指
を

折
っ
て
右
膝
に
さ
さ
え
る
。
左
前
の
腕
は
ウ
マ
ー
の
右
肩
に
お
き
、
三
叉
戟

挿図13Mahe§vara像上身’

を
指
間
に
は
さ
ん
だ
左
後
の
腕
は
、
ウ
マ
ー
の
う
し
ろ
側
で
ま
げ
て
、
頭
の

う
し
ろ
か
ら
三
叉
戟
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。
マ
へ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
（
挿
図
1
3
）

は
単
面
風
眼
で
、
第
三
の
眼
の
眼
尻
は
頭
髪
に
か
か
る
。
髪
の
生
え
際
、
上

瞼
の
上
縁
、
口
唇
、
顎
、
耳
、
三
道
を
朱
で
隅
取
り
す
る
。
宝
冠
日
細
口
冨

は
、
連
珠
の
ふ
ち
ど
り
の
あ
る
半
円
形
の
立
ち
か
ざ
り
を
中
心
に
し
て
左
右

に
冠
帯
旺
巴
①
ぢ
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
立
ち
か
ざ
り
に
は
三
日
月
を
配

し
、
そ
の
上
に
人
が
腕
を
ひ
ろ
げ
た
よ
う
な
装
飾
が
あ
る
。
冠
帯
の
中
央
部

は
欠
損
す
る
が
、
側
頭
部
か
ら
巾
が
で
て
、
後
頭
部
で
ゆ
る
く
結
び
臭
し
て

い
る
。
頭
髪
は
イ
ン
ド
の
シ
ヴ
ァ
像
に
み
ら
れ
な
い
独
特
の
結
い
方
を
し
て
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議
撚

い
る
。
冠
の
立
ち
か
ざ
り
か
ら
頭
頂
へ
ま
わ
る
連
珠
を
中
心
に
し
て
、
ほ
ぼ

左
右
対
称
に
大
小
四
つ
の
ル
ー
プ
状
に
つ
く
り
、
後
頭
部
で
は
こ
れ
ら
の
束

を
か
さ
ね
あ
わ
せ
、
巾
の
左
右
で
う
し
ろ
肩
へ
か
か
る
巻
き
毛
と
し
て
ま
と

め
て
い
る
。
ま
た
肩
の
両
わ
き
に
は
波
状
に
垂
れ
る
髪
の
表
現
が
み
と
め
ら

れ
る
。
こ
の
像
全
体
は
こ
ま
か
い
と
こ
ろ
ま
で
て
い
ね
い
に
彫
ら
れ
て
い
る

が
、
と
く
に
マ
へ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
の
頭
部
に
み
ら
れ
る
処
理
は
そ
れ
が
著
る

し
い
。
冠
の
一
部
に
は
朱
彩
が
残
っ
て
お
り
、
頭
髪
の
一
部
に
は
う
す
い
黒

彩
が
残
っ
て
い
る
。
左
肩
か
ら
右
脇
腹
へ
わ
た
る
二
条
の
聖
紐
は
背
面
で
は

挿図14　Uma像上身

表
現
さ
れ
て
い
な
い
。
乳
、
膀
、
腰
帯
の
上
縁
、
右
腕
の
折
曲
部
に
朱
線
の

ふ
ち
ど
り
が
あ
る
。
腰
か
ら
下
は
ド
ー
テ
ィ
で
お
お
わ
れ
て
お
り
、
ド
ー
テ

ィ
は
腰
帯
を
ま
わ
し
て
い
る
が
、
腰
帯
は
背
面
に
お
い
て
も
正
確
に
表
現
さ

れ
て
い
る
。
ド
ー
テ
ィ
の
正
面
に
は
ウ
ル
ド
ヴ
ァ
・
リ
ン
ガ
が
ド
ー
テ
ィ
を

つ
き
あ
げ
た
形
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
左
後
の
手
に
つ
か
ん
だ
三
叉
戟
の

中
央
部
は
木
葉
型
で
あ
っ
て
、
一
部
に
朱
が
残
る
。
ウ
マ
ー
は
花
茎
を
も
つ
．

た
右
手
を
自
身
に
ひ
き
つ
け
な
が
ら
、
腰
を
ひ
ね
っ
て
マ
へ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ

の
左
膝
に
右
腕
を
つ
き
、
右
脚
は
ふ
か
く
屈
し
、
左
脚
は
な
か
ば
ま
げ
て
、
マ

へ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
に
よ
り
そ
っ
て
い
る
。
左
腕
は
不
自
然
に
浅
浮
彫
で
あ
ら

わ
さ
れ
、
左
側
身
に
密
着
さ
せ
て
い
る
。
ウ
マ
ー
全
身
は
マ
へ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ

ラ
の
や
や
な
な
め
前
方
を
む
く
形
と
な
っ
て
い
る
。
宝
冠
は
連
珠
帯
に
二
つ

の
形
の
異
な
っ
た
立
ち
か
ざ
り
を
つ
け
る
（
挿
図
1
4
）
。
結
髪
は
簡
素
で
、
後

頭
部
で
巾
に
よ
っ
て
束
ね
、
手
頸
ま
で
陰
刻
し
た
波
状
髪
の
表
現
が
み
ら
れ

る
。
巾
は
両
方
の
腕
に
か
か
り
、
腹
部
へ
と
つ
づ
い
て
い
る
。
耳
飾
は
耳
の

大
半
を
お
お
う
ほ
ど
大
き
く
、
ロ
ー
タ
ス
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
胸
飾
り
は

方
形
で
連
珠
の
縁
ど
り
で
あ
る
。
下
半
身
は
裳
で
お
お
わ
れ
で
い
る
が
、
マ

へ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
．
つ
の
そ
れ
と
と
も
に
衣
紋
の
処
理
は
形
式
化
し
、
と
く
に
右

脚
屈
折
部
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。
両
脚
の
間
に
衣
紋
の
摺
と
は
表
現
が
異
，

な
っ
た
蛇
行
し
て
垂
下
す
る
も
の
が
あ
る
。
ナ
ー
ガ
の
よ
う
に
も
み
え
、
あ

る
い
は
裳
に
対
す
る
帯
の
垂
下
す
る
部
分
と
も
み
ら
れ
る
。
ウ
マ
ー
に
お
い
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て
は
、
マ
へ
ー
シ
ュ
ゲ
ァ
ラ
よ
り
も
朱
彩
の
残
り
が
多
い
。
宝
冠
の
立
ち
か

ざ
り
、
衣
紋
に
と
く
に
著
る
し
く
残
っ
て
い
る
。
ま
た
前
額
部
の
頭
髪
の
生

え
際
、
眼
瞼
の
上
縁
、
耳
、
三
道
に
撃
取
り
の
よ
う
に
引
か
れ
、
口
才
は
ぬ

り
つ
ぶ
し
て
い
る
。
眼
球
は
も
と
青
色
に
塗
ら
れ
た
ら
し
い
が
若
干
を
残
す

だ
け
で
あ
る
。
上
瞼
の
下
縁
や
下
瞼
の
ふ
ち
は
黒
で
引
か
れ
て
い
る
。

　
マ
へ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
の
坐
す
ナ
ン
デ
ィ
ソ
は
眼
の
上
縁
と
下
縁
に
朱
の
手

取
り
が
み
と
め
ら
れ
る
。
第
三
の
眼
に
は
彩
色
は
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
ウ
マ
ー
の
裳
の
左
下
に
と
り
つ
い
て
い
る
童
子
（
挿
図
1
5
）
は
腕
飾
や
連
珠

の
認
諾
を
つ
け
た
だ
け
の
裸
身
で
、
頭
髪
は
前
額
の
左
右
か
ら
波
状
に
生
え
、

前
額
中
央
部
か
ら
頭
頂
に
か
け
て
は
剃
髪
に
し
て
い
る
こ
と
が
注
意
を
引
く
。

童
子
を
ク
マ
ー
ラ
に
当
て
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
ウ
マ
と

マ
へ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
と
ク
マ
ー
ラ
を
ひ
と
つ
に
表
現
し
た
イ
ン
ド
に
お
け
る

例
を
き
か
な
い
。
こ
の
童
子
が
ク
マ
ー
ラ
で
あ
る
と
し
て
も
、
ガ
ソ
ダ
、
ー
ラ

の
パ
ン
チ
カ
π
ハ
ー
リ
テ
ィ
ー
用
碧
。
匡
匹
禦
出
画
二
葛
像
に
お
け
る
童
子
の

表
現
法
、
な
ら
び
に
、
裸
身
の
状
態
や
連
珠
装
飾
な
ど
は
中
央
ア
ジ
ア
の
有

翼
天
使
像
と
く
に
ク
チ
ャ
の
舎
利
容
器
の
童
形
天
使
像
な
ど
と
の
関
連
を
思

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
こ
の
神
像
の
背
面
は
、
マ
ヘ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
の
頭
部
と
腰
帯
と
が
と
く
に

　
　
　
　
　
　
　
綿
密
に
彫
り
出
さ
れ
て
い
る
ほ
か
は
全
体
に
こ
ま
か
い
馨

難

挿図15　Kurnara像

あ
と
が
あ
り
、
そ
の
上
を
磨
平
し
て
い
る
ば
か
り
で
あ
る
。

た
だ
ナ
ン
デ
ィ
ソ
は
う
つ
く
ま
る
状
態
を
大
ま
か
に
あ
ら

わ
し
て
あ
り
、
大
理
石
の
縞
目
を
う
ま
く
利
用
し
て
い
る
。

ま
た
全
体
を
側
面
か
ら
み
る
と
、
も
っ
と
も
厚
い
部
分
が

約
一
八
セ
ン
チ
と
う
す
く
、
同
時
に
正
面
観
を
主
と
し
て

い
る
こ
と
が
し
ら
れ
る
。
銘
文
の
刻
ま
れ
て
い
る
部
分
は

研
磨
し
て
平
ら
で
あ
り
、
そ
れ
以
下
の
粗
彫
り
の
部
分
よ

り
若
干
ひ
っ
こ
ん
で
い
る
。

　
い
ま
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
だ
け
に
か
ぎ
っ
て
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
の
彫
刻
を
列
挙
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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ω
白
大
理
石
ス
ー
リ
ヤ
ω
冒
団
ρ
神
像
”
ジ
ョ
セ
フ
・
ア
ヅ
カ
ン
〕
o
ω
o
℃
プ

　
麟
籔
鉦
轟
が
一
九
三
四
年
カ
ー
ブ
ル
北
郊
の
ハ
イ
ル
・
バ
ネ
賦
冨
眸

　
囚
剛
属
き
び
神
殿
遺
跡
で
発
見
。
上
層
期
の
神
洞
B
・
C
間
の
擬
乱
土
で

　
出
土
。
こ
の
神
祠
は
平
ら
な
石
を
粗
積
み
に
し
た
上
に
日
乾
煉
瓦
を
積
ん

　
だ
建
て
方
に
よ
っ
て
お
り
、
タ
パ
・
ス
カ
ン
ダ
ル
ー
ー
8
区
の
神
祠
風
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
建
物
と
構
築
法
が
類
似
し
て
い
る
。

②
白
大
理
石
像
基
台
”
ω
と
同
じ
く
、
ハ
イ
ル
・
バ
ネ
神
殿
で
発
見
さ
れ
た
。

　
出
土
地
点
は
神
祠
A
の
原
位
置
。
基
台
に
は
大
き
い
人
物
の
両
足
が
中
央

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
に
残
り
、
そ
の
む
か
っ
て
右
に
小
さ
い
人
物
が
い
る
。

㈲
｛
P
大
理
石
ウ
ー
ル
ド
ヴ
岬
，
レ
ー
タ
ス
麗
か
ネ
ー
シ
ャ
q
貝
α
げ
く
p
円
①
什
帥
ω

　
σ
Q
毒
①
劉
像
”
ガ
ル
デ
ズ
O
p
乙
。
N
近
郊
出
土
。
一
九
六
六
年
頃
発
見
さ

　
れ
た
。
現
在
カ
ー
ブ
ル
の
シ
ク
寺
院
ピ
ー
ル
・
ラ
タ
ン
・
ナ
ー
ト
・
ダ
ル

　
ガ
℃
疑
閑
簿
碧
冨
似
昏
O
p
H
σ
q
践
に
あ
る
。
基
台
に
二
行
に
わ
た
り
ポ

　
ス
ト
・
グ
ブ
タ
期
の
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
文
字
を
刻
し
た
銘
文
が
あ
る
。
ト
ゥ

　
チ
O
．
日
零
9
は
、
二
行
目
に
キ
ソ
ガ
ラ
澱
三
琶
α
Q
巴
ρ
と
い
う
王
名
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
読
み
、
　
こ
れ
を
貨
幣
に
み
え
る
王
キ
ソ
ギ
ラ
∪
①
＜
9
ω
巴
二
｛
（
臨
か
σ
Q
隣
9

　
や
ラ
ー
ジ
ャ
タ
ラ
ン
五
四
…
男
a
鋒
霞
既
済
σ
q
ξ
同
　
の
記
述
に
よ
る
キ
ン
キ

　
ラ
園
げ
5
三
三
ρ
す
な
わ
ち
ナ
ー
レ
…
ン
ド
ラ
ー
デ
ィ
テ
ィ
や
一
世
瓢
甲

　
円
。
嵩
禽
轟
象
聲
ρ
に
当
て
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
造
像
を
五
世
紀
末
か
六
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
紀
初
と
ト
ゥ
チ
は
み
る
。

④
白
⊥
人
理
石
ウ
ー
ル
ド
ヴ
ァ
レ
ー
タ
ス
ー
ー
ガ
ネ
ー
シ
ャ
像
”
サ
カ
ル
・
ダ
ル

　
Q
a
巴
白
帆
○
げ
ρ
『
（
カ
ー
ブ
ル
近
郊
）
発
見
。
　
現
在
カ
ー
ブ
ル
の
シ
ョ
ル
．

　
バ
ザ
ー
ル
ω
剛
6
目
ゆ
鉾
N
鍵
の
寺
院
に
あ
る
。

㈲
白
大
理
石
上
面
シ
ヴ
ァ
神
頭
部
”
ガ
ル
デ
ス
近
郊
発
見
。
大
変
磨
滅
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
い
る
が
宝
冠
は
比
較
的
よ
く
残
る
。
カ
…
ブ
ル
国
立
博
物
館
蔵
。

⑥
白
＋
〈
理
石
ド
ゥ
ル
ガ
ー
ロ
マ
ヒ
シ
ャ
ー
ス
ラ
マ
ル
デ
ィ
ニ
ー
U
霞
σ
q
四

　
寓
㊤
プ
帯
9
1
。
。
戸
観
鍵
昌
錠
山
冨
同
像
”
ガ
ル
デ
ズ
近
郊
発
見
。
　
ド
ゥ
ル
ガ
ー
の
上

　
半
身
を
欠
損
し
て
い
る
。
カ
ー
ブ
ル
国
立
博
物
館
蔵
。

⑦
白
大
理
石
ド
ゥ
ル
ガ
ー
神
P
頭
部
”
タ
ガ
オ
発
見
。
ド
ゥ
ル
ガ
ー
と
す
る

　
決
め
手
は
見
当
ら
な
い
が
、
所
蔵
者
は
ド
ゥ
ル
ガ
ー
と
し
て
い
る
。
カ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
ブ
ル
国
7
立
博
物
館
蔵
。

⑧
広
日
大
理
石
像
ド
ゥ
ル
ガ
！
・
マ
ヒ
シ
ャ
ー
ス
ラ
マ
ル
デ
ィ
ニ
i
像
…
伝
力

　
ー
ブ
ル
近
郊
発
見
。
う
し
ろ
上
を
ふ
り
む
い
た
コ
ブ
牛
の
上
に
人
物
が
ま

　
た
が
っ
て
い
る
。
人
物
は
脚
を
残
す
の
み
。
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ス
コ
レ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
’

　
イ
周
。
毎
露
α
。
ω
8
霞
。
蓬
蔵
。

⑨
白
大
理
石
一
二
面
シ
ヴ
ァ
神
頭
部
…
デ
ー
。
ミ
ル
O
o
財
冒
騨
（
サ
ラ
イ
・

　
ポ
ジ
ャ
ω
妻
田
麟
ヲ
く
。
智
付
近
）
発
見
。
　
カ
ー
ブ
ル
の
警
察
学
校
長
秘

　
⑫

　
蔵
。

鱒
石
灰
岩
神
像
ト
ル
ソ
ー
”
タ
ガ
オ
発
見
。
頭
部
、
四
曹
を
欠
損
し
、
ド
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
テ
ィ
を
つ
け
た
も
の
。
カ
ー
ブ
ル
国
立
博
物
館
蔵
。
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⑪
シ
ヴ
ァ
神
像
“
ダ
ル
ン
タ
U
霞
戸
ヨ
貯
発
見
の
も
の
で
石
質
は
お
そ
ら
く

　
石
灰
岩
。
　
S
・
B
・
ム
ス
タ
マ
ン
デ
ィ
㌶
2
あ
一
指
四
重
鉱
罵
博
士
の
考
古

　
研
究
所
に
写
真
資
料
と
し
て
存
在
し
、
現
物
の
所
在
不
詳
。

㈱
テ
ラ
コ
ッ
タ
・
ド
ゥ
ル
ガ
ー
神
像
”
M
・
タ
ー
ア
ィ
ン
黒
三
ユ
臨
。
↓
p
急
（
げ
圃
渉
｝

　
隊
長
と
す
る
イ
タ
リ
ア
調
査
隊
が
ガ
ズ
ニ
ー
の
テ
ペ
・
サ
ル
ダ
ル
繭
げ
℃
o

　
Q
り
震
＾
ぢ
吋
で
一
九
七
〇
年
に
発
済
し
た
。
未
発
簑
の
資
料
。
タ
デ
イ
博
士

　
の
御
教
示
に
謝
意
を
表
す
る
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、
オ
ル
ラ
メ
シ
ュ
○
二
ρ
旨
①
魯
出
土
と
伝
え
、
　
マ
ザ
ー

リ
シ
ャ
リ
ー
フ
冨
欝
鋤
ユ
あ
び
貧
礫
の
陳
列
室
に
あ
る
ス
ト
ッ
コ
の
、
三

跡
二
二
叉
戟
を
も
つ
神
像
を
シ
ヴ
ァ
神
と
認
め
る
な
ら
ば
、
ま
た
タ
ガ
オ
で

フ
ー
シ
ェ
の
発
見
し
た
石
灰
岩
リ
ン
ガ
を
加
え
れ
ば
、
～
四
例
で
あ
る
。
ダ

ル
ン
タ
発
見
と
い
う
㈹
の
例
の
石
、
質
が
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
石
灰
岩

で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
九
例
ま
で
が
白
大
理
石
で
あ
り
、
タ
パ
・
ス
カ
ン

ダ
ル
出
土
の
ウ
マ
ー
・
マ
へ
…
シ
ュ
ヴ
ワ
，
ラ
像
を
加
え
て
一
〇
例
で
あ
る
。

知
ら
れ
る
例
か
ら
み
れ
ば
、
カ
ー
ブ
ル
周
辺
と
ガ
ル
デ
ズ
周
辺
に
白
大
理
石

像
の
出
土
が
限
ら
れ
て
い
る
。
タ
パ
・
ス
カ
ン
ダ
ル
の
例
と
白
大
理
石
の
他

の
例
を
比
較
す
る
と
そ
の
共
通
点
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　イ
基
台
の
作
り
方
”
早
事
正
面
上
部
を
平
ら
に
一
段
彫
り
こ
ん
で
研
磨
し
て

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
い
る
。
ω
～
C
D
、
㈲
が
こ
の
風
鎮
．
を
も
ち
、
タ
パ
・
ス
カ
ン
ダ
ル
や
㈹
の

　
例
で
は
こ
の
部
分
に
銘
文
を
刻
む
。
そ
れ
以
下
の
部
分
は
総
彫
り
の
ま
ま

　
で
あ
る
。
ω
は
凍
位
置
で
旨
旨
し
た
が
、
粗
彫
り
部
分
は
寵
の
床
面
下
に

　
う
め
こ
ま
れ
て
い
た
。
ほ
か
の
例
も
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
い
た
と
考
え
る
。

↓
宝
冠
の
三
日
月
”
マ
へ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
の
宝
冠
の
立
ち
か
ぜ
り
に
あ
る
三

（　
日
月
と
そ
の
上
に
人
が
腕
を
ひ
ろ
げ
た
よ
う
な
装
飾
と
の
組
み
合
せ
ば
、

　
㈲
の
例
と
ま
っ
た
く
共
通
で
あ
る
。
嗣
晦
に
ω
の
太
陽
神
ス
…
リ
ヤ
と
㈲

　
と
の
相
好
の
表
現
に
類
同
す
る
点
が
認
め
ら
れ
る
。

　
ハ
三
叉
戟
の
型
式
”
ω
の
ピ
ン
ガ
ラ
℃
3
σ
q
巴
ρ
が
も
つ
シ
ャ
ク
テ
ィ
の
穂

（　
先
、
㈲
の
ド
ゥ
ル
ガ
ー
が
も
つ
三
叉
戟
中
央
の
穂
先
、
タ
パ
・
ス
カ
ソ
ダ

　
ル
の
マ
へ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
の
も
つ
三
叉
戟
中
央
の
穂
先
、
こ
れ
ら
は
み
な

　
木
葉
型
に
彫
り
出
し
て
あ
る
。
同
時
に
㈲
と
タ
パ
・
ス
カ
ン
ダ
ル
の
例
は

　
ま
っ
た
く
同
じ
三
叉
戟
の
型
式
で
あ
る
。

ハ
ク

一
二
・
ヘ
ー
シ
諜
ヴ
ァ
ラ
後
頭
部
に
お
け
る
巾
の
表
現
”
巾
の
結
び
方
は
若
干

（　
異
な
る
が
、
垂
下
し
た
巾
の
摺
が
、
上
半
で
は
縦
方
向
、
下
半
が
横
方
向

　
に
表
現
さ
れ
て
い
る
（
図
四
）
。
ω
の
例
よ
り
も
タ
パ
・
ス
カ
ン
ダ
ル
の
例

　
の
方
が
綿
密
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
巾
の
表
現
は
、
フ
ェ
ソ
ド

　
キ
ス
タ
…
ン
男
。
只
貯
H
自
。
り
鍵
＝
や
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
の
ウ
シ
ュ
カ
ル
¢
も
。
三
畠
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
で
出
土
し
た
彫
塑
や
テ
ラ
・
コ
ッ
タ
に
み
ら
れ
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
背
懸
の
表
現
や
そ
れ
に
と
も
な
う
側
面
観
が
、
タ
パ
・
ス

カ
ン
ダ
ル
と
ω
の
例
と
は
よ
く
似
て
お
り
、
ま
た
タ
パ
・
ス
カ
ソ
ダ
ル
の
童

子
の
頭
髪
の
表
現
億
、
q
D
の
ピ
ン
ガ
ラ
に
み
ら
れ
る
天
冠
の
表
現
と
類
洞
す
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る
。
以
上
の
よ
う
に
タ
パ
・
ス
カ
ン
ダ
ル
の
神
像
と
共
通
す
る
点
を
あ
げ
て

み
る
と
、
タ
パ
・
ス
カ
ソ
ダ
ル
も
倉
め
た
カ
ー
ブ
ル
周
辺
出
土
の
例
と
ガ
ル

デ
ズ
近
郊
出
土
の
例
と
の
問
に
は
隔
絶
す
る
な
に
も
の
も
な
く
、
時
期
的
に

は
な
は
だ
近
い
一
群
の
白
大
理
石
像
の
存
在
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
が
ω
～
㈲
及
び
㈹
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
年
代
に
関
し
て
様
々
の

見
解
が
発
表
さ
れ
て
き
た
。
列
挙
す
る
と
次
の
ご
と
き
で
あ
る
。
ハ
イ
ル
．

バ
ネ
の
例
は
、
ア
ッ
カ
ン
が
鱒
五
世
紀
、
マ
ー
シ
翫
、
ル
旨
ζ
ρ
易
H
舜
富
も
ア

ッ
カ
ン
に
従
い
、
シ
ュ
ラ
ン
ベ
ル
ジ
ェ
】
）
晦
。
三
已
出
げ
興
σ
q
自
は
鱒
七
世
紀
に

当
て
る
。
㈲
に
対
し
て
は
、
ト
ゥ
チ
が
鱒
五
世
紀
末
あ
る
い
は
六
世
紀
初
、

サ
ル
カ
ル
U
・
O
・
ω
常
搾
震
が
冊
六
、
七
世
紀
、
ア
グ
ラ
ワ
ラ
〈
・
幹
〉
σ
Q
巴
，

ρ
≦
巴
ρ
は
絶
対
年
代
を
示
さ
な
い
が
、
グ
プ
タ
期
彫
刻
の
伝
統
を
ひ
く
も

の
と
す
る
。
ω
も
ア
グ
ラ
ワ
ラ
は
㈲
と
同
時
期
と
み
る
が
、
習
世
紀
に
当

て
る
ラ
ム
チ
ャ
ン
ド
ラ
ソ
目
・
咳
・
菊
p
ヨ
O
ぎ
薮
吋
嘗
の
年
代
観
を
紹
介
し

て
い
る
。
⑤
に
つ
い
て
は
パ
レ
ッ
ト
∪
．
じ
づ
ρ
羅
φ
茸
も
ゲ
ッ
ツ
頃
．
O
o
簿
N

も
と
も
に
契
世
紀
と
み
、
ゲ
・
ツ
は
や
や
く
わ
し
島
八
世
紀
前
葉
後
半

と
す
る
。
㈹
の
年
代
は
パ
レ
ッ
ト
が
鱒
八
世
紀
に
す
る
の
に
対
し
、
シ
ュ
ラ

ソ
ベ
ル
ジ
ニ
は
畑
六
世
紀
中
葉
以
降
九
世
紀
後
半
以
前
と
す
る
。
ま
た
ア
皿
ノ

ガ
ニ
ス
タ
ン
国
立
博
物
館
は
、
ω
、
②
は
発
掘
者
に
従
い
五
世
紀
に
当
て
、

⑤
、
⑥
、
⑦
、
⑧
、
㈲
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・
シ
ャ
ー
期
貯
（
貯
ω
ゲ
巴
曜
期
に
当

て
て
い
る
。
タ
パ
・
ス
カ
ン
ダ
ル
出
土
の
神
像
の
銘
竃
馬
島
七
世
紀
後

半
を
さ
か
の
ぼ
り
え
な
い
も
の
（
後
述
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
造
像
と
刻
銘

を
一
応
同
時
期
と
み
て
、
こ
こ
で
は
一
連
の
白
大
理
石
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
彫
刻

類
の
年
代
を
示
唆
す
る
に
と
ど
め
る
が
、
刻
銘
に
不
自
然
な
と
こ
ろ
が
あ
る

こ
と
を
付
言
す
ろ
。

　
タ
パ
・
ス
カ
ン
ダ
ル
で
は
ウ
マ
…
・
マ
へ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
傑
の
ほ
か
に
四

例
の
白
大
理
石
彫
刻
断
片
が
出
土
し
た
。
三
例
が
蓬
華
を
も
っ
た
小
さ
い
手
、

一
例
が
連
珠
環
飾
を
つ
け
た
腕
と
考
え
ら
れ
る
部
分
で
あ
る
。
二
例
は
下
層

期
況
ラ
ス
、
他
の
二
例
は
表
土
直
下
で
出
土
し
た
。

　
お
　
わ
　
り
　
に

　
今
年
度
の
発
掘
の
結
果
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
次
の
諸
点
で
あ
る
。

上
暦
、
下
層
の
二
期
を
認
め
、

O
上
層
期
は
工
1
1
3
区
の
み
で
認
め
ら
れ
た
。
建
物
は
す
べ
．
て
泥
壁
を
も
つ

　
て
構
成
さ
れ
、
壁
の
基
礎
に
石
を
敷
き
、
壁
面
に
は
石
の
小
口
を
み
せ
て

　
い
る
。
建
物
は
長
大
な
周
壁
で
か
こ
ま
れ
、
そ
の
中
に
大
小
の
部
屋
が
あ

　
る
。
床
面
は
二
回
認
め
ら
れ
た
が
、
周
壁
が
削
平
さ
れ
た
の
ち
に
も
つ
と

　
も
新
し
い
床
面
が
一
回
あ
る
の
で
都
合
新
旧
一
二
面
に
な
る
。
建
物
の
年
代

　
は
お
び
た
だ
し
い
量
の
イ
ス
タ
リ
フ
系
箱
陶
に
よ
っ
て
決
｛
疋
さ
れ
る
が
、

　
イ
ス
タ
リ
フ
で
現
代
も
生
産
さ
れ
て
い
る
粕
陶
の
歴
史
が
不
閉
で
あ
る
た

　
め
、
出
土
し
た
イ
ス
タ
リ
フ
系
粕
陶
だ
け
で
は
年
代
を
決
定
で
き
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
多
量
の
イ
ス
タ
リ
フ
系
黒
陶
に
ま
じ
っ
て
極
小
片
の
中
国
陶
器
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奪

　
が
若
干
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
共
伴
の
イ
ス

　
タ
リ
フ
系
紬
陶
の
年
代
が
あ
る
程
度
確
か
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
イ
ス
タ

　
リ
フ
陶
器
の
歴
史
の
一
点
が
定
め
ら
れ
る
。

⇔
下
層
期
は
神
祠
と
居
住
区
と
か
ら
成
り
立
つ
。
台
地
西
方
で
出
現
し
た
テ

　
ラ
ス
は
東
方
へ
と
つ
づ
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
大
テ
ラ
ス
の
上
に

　
I
i
8
区
の
神
祠
ら
し
き
建
物
を
は
じ
め
と
し
て
一
連
の
宗
教
建
築
が
存

　
在
す
る
ら
し
い
。
こ
の
時
期
の
建
物
の
う
ち
、
テ
ラ
ス
上
の
も
の
は
石
積

　
壁
の
上
に
日
乾
煉
瓦
を
積
む
。
居
住
区
の
建
物
は
粗
い
石
積
壁
で
あ
る
。

　
建
築
の
性
格
に
よ
っ
て
構
築
方
法
が
異
な
る
の
，
を
認
め
る
。

⇔
下
層
期
の
遺
物
に
は
、
紋
様
の
主
題
な
ど
に
サ
ユ
サ
ー
ソ
期
の
伝
統
を
う

　
け
つ
ぐ
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
と
く
に
土
器
．
の
印
紋
は
そ
の
顕
著
な
も
の

　
で
、
カ
ー
ブ
ル
東
郊
の
テ
ペ
・
マ
ラ
ン
ジ
ャ
ン
出
土
の
印
紋
に
共
通
す
る

　
も
の
が
多
く
、
若
干
は
べ
グ
ラ
ー
ム
第
皿
層
の
印
紋
と
共
通
す
る
。

㈲
七
世
紀
後
半
を
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
ブ
ラ
ー
フ
ミ
i
字
体
の
銘
文
を
も
つ
ヒ

　
ン
ド
ゥ
三
教
神
像
が
大
テ
ラ
ス
上
で
破
壊
さ
れ
た
ま
ま
出
土
し
た
。
こ
れ

　
は
下
層
期
の
年
代
を
き
め
る
要
素
に
な
り
う
る
。
い
わ
ゆ
る
ヒ
ン
ギ
ゥ
ー

　
・
シ
ャ
ー
朝
の
う
リ
ヤ
・
シ
ャ
ー
ぴ
巴
＝
星
、
ρ
o
Q
プ
ρ
げ
が
、
ヤ
ク
ー
ブ
・
イ

　
ブ
ン
・
レ
イ
ス
磯
雲
ゆ
ρ
口
ぴ
ぴ
曰
い
ρ
諄
ぴ
の
攻
撃
に
よ
っ
て
カ
ー
ブ
ル
地
方

　
か
ら
そ
の
都
を
イ
ン
ダ
ス
右
岸
の
ウ
ダ
バ
ン
ダ
q
塗
上
属
⇒
診
に
移
し
た

の
蕊
八
七
〇
年
頃
で
あ
る
。
こ
の
年
代
が
神
像
破
壊
の
上
限
叶
・
量
篶

　
憎
○
卑
虐
。
ヨ
で
あ
る
と
と
も
に
、
下
層
期
の
終
末
の
上
限
と
も
考
え
ら

　
れ
る
。

㈲
『
大
唐
西
域
記
』
の
迦
羅
試
国
の
条
に
、
国
都
か
ら
南
四
十
心
月
に
「
轡

　
蔽
多
毛
刺
祠
誠
」
が
あ
り
、
大
地
震
に
も
こ
の
城
の
あ
た
り
は
堅
固
で
動

　
歯
し
な
い
と
み
え
る
（
城
南
四
十
余
里
、
至
心
蔽
多
伐
叢
祠
城
、
凡
地
大

　
震
、
山
崖
崩
墜
、
周
此
城
界
、
無
所
動
揺
）
。
重
た
迦
畢
試
国
の
宗
教
を

　
記
述
す
る
部
分
に
、
　
「
天
祠
数
十
所
、
脇
道
千
余
人
、
或
魚
形
、
或
塗
灰
、

　
連
絡
㎜
胸
膿
、
以
為
冠
餐
」
と
み
え
る
。
　
「
雷
蔽
多
伐
刺
祠
城
」
に
つ
い
て

　
は
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
Q
Q
・
旨
巳
ざ
昌
が
「
ω
℃
寓
叶
9
ぐ
鴛
霧
」
城
と
よ
み
、
サ
ン

　
u
マ
ル
タ
ン
＜
●
α
①
ω
鉱
コ
叶
一
隅
ρ
詳
ぎ
は
、
「
σ
く
簿
9
＜
震
ρ
ω
」
城
と
よ
ん

　
だ
。
ワ
タ
ー
ス
↓
・
芝
四
十
①
誘
は
「
審
蔽
多
知
刺
」
と
「
澗
」
と
を
わ
け

　
て
、
前
者
を
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
タ
ヴ
ァ
ト
砂
く
①
＄
く
熱
す
な
わ
ち
イ
ン
ド
ラ

　
冒
α
舜
の
別
名
の
ひ
と
つ
と
考
え
、
後
者
を
汁
2
昌
鳳
。
の
意
に
解
し
、

　
「
轡
蔽
多
伐
刺
祠
城
」
と
は
「
イ
ン
ド
ラ
を
ま
つ
る
寺
祠
の
あ
る
誠
」
で

　
あ
る
と
し
た
。
こ
の
解
釈
は
パ
ナ
ジ
ー
い
窯
・
b
d
露
ゆ
ユ
o
ρ
も
承
認
し
て

　
い
る
が
、
イ
ン
ド
ラ
の
別
名
に
も
し
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
タ
ヴ
ァ
ト
と
い
う
名
が

　
あ
っ
た
と
し
て
も
筆
者
は
承
服
し
が
た
い
。
「
弩
蔽
多
手
刺
」
を
シ
．
一
ヴ

　
ー
タ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
タ
ラ
砂
く
簿
易
く
客
霧
ρ
の
詑
音
と
み
る
か
ら
で
あ
る
。

　
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
タ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
タ
ラ
は
、
㊥
く
。
繭
伽
く
暮
鍵
ρ
G
旭
ρ
コ
㍑
ρ
自
に

　
み
え
、
ぼ
ろ
を
ま
と
い
、
白
色
祭
紐
を
か
け
、
総
身
に
灰
を
塗
り
、
ヒ
マ
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ラ
ヤ
に
道
場
を
も
ち
、
シ
ヴ
ァ
神
を
唯
一
神
と
奉
じ
、
独
自
の
学
派
を
翻

　
卜
し
た
人
格
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
原
実
氏
の
考
定
が
あ
る
。
同

　
氏
は
そ
の
中
で
ハ
ウ
ア
｝
．
≦
－
．
鵠
窪
貧
の
「
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
タ
ー
シ
ュ
ヴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
ア
タ
ラ
ー
ー
シ
ヴ
ァ
の
別
名
」
説
を
し
り
ぞ
け
て
い
る
。
上
記
『
大
唐
西
域

　
記
』
に
み
え
る
迦
畢
試
国
の
異
道
の
う
ち
に
、
　
「
塗
灰
」
の
も
の
が
い
る

　
と
い
う
記
述
か
ら
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
タ
…
シ
ュ
ヴ
ァ
タ
ラ
｝
派
の
系
統
を
ひ

　
く
シ
ヴ
ァ
信
者
が
存
在
し
た
雰
囲
気
を
感
じ
る
。
ま
た
後
述
の
よ
う
に
、

　
ウ
マ
ー
・
マ
へ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
像
銘
文
に
も
と
く
に
シ
ヴ
ァ
信
仰
を
強
調

　
し
た
一
面
が
み
え
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
ウ
マ
ー
・
マ
へ
ー
シ
ュ

　
ヴ
ァ
ラ
並
坐
像
を
出
土
し
た
タ
パ
・
ス
カ
ソ
ダ
ル
を
玄
焚
の
い
う
「
雪
蔽

　
多
淫
刺
祠
城
」
に
比
定
す
る
。

㈹
画
意
は
迦
言
々
国
の
記
述
の
中
で
「
天
祠
数
十
所
、
貫
道
千
余
人
」
の
存

　
在
を
認
め
て
い
る
。
タ
パ
・
ス
カ
ン
ダ
ル
も
こ
の
中
に
数
え
ら
れ
る
。
し

　
た
が
っ
て
タ
パ
・
ス
カ
ソ
ダ
ル
は
す
で
に
七
世
紀
前
半
に
は
存
在
し
て
い

　
た
。

㈹
以
上
の
鱒
、
㈹
の
前
提
に
は
、
玄
弊
の
迦
畢
試
国
都
が
ギ
ル
シ
ュ
マ
ン
切
●

　
○
臨
議
げ
ヨ
碧
　
の
調
査
し
た
ベ
グ
ラ
ム
か
ま
た
は
そ
の
附
近
で
あ
る
こ
と

　
を
要
す
る
。
ベ
グ
ラ
ム
最
上
層
は
三
、
四
世
紀
と
い
わ
れ
、
玄
堤
の
訪
れ

　
た
七
世
紀
に
は
降
ら
な
い
。
ギ
ル
シ
・
二
、
ン
の
年
代
観
を
タ
パ
・
ス
カ
ン

　
ダ
ル
下
層
期
の
遺
物
か
ら
検
討
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

①
卑
9
旨
。
。
げ
ヨ
導
”
切
蕗
ミ
ミ
層
寄
馬
馬
ぎ
き
騎
ミ
忘
駄
ミ
銘
§
§
ミ
ミ
的
、
ミ
馬
欝
題

　
簑
こ
跨
さ
§
ぎ
タ
ミ
§
。
譜
恥
§
ミ
窯
薦
ミ
ぎ
爵
§
町
N
。
讐
慧
》
§
裏
怨

　
§
k
譜
浮
§
婁
§
斜
日
。
目
。
区
コ
層
お
ホ
、
℃
・
り
．

②
桑
山
正
進
「
柱
礎
と
壷
と
ヒ
ソ
ド
ゥ
ク
シ
ュ
」
へ
『
S
D
1
都
市
形
態
の
研
究
（
イ

　
ソ
ド
に
お
け
る
文
化
変
化
と
都
市
の
か
た
ち
こ
一
九
六
九
年
＝
月
特
集
号
）
。

③
日
．
O
琶
、
冨
窯
9
・
p
ω
猿
お
ご
ゴ
窪
＆
三
愈
⑦
島
。
ま
忌
竃
騨
三
一
乙
す
ご
謡
頴
こ
㍗

　
o
マ
跨
魯
壽
b
ミ
爵
ミ
凡
9
賢
臥
こ
ミ
ミ
£
、
Q
ミ
、
器
謡
“
ミ
怨
§
壽
ぎ
ミ
ミ
§
’

　
、
『
o
ヨ
①
〈
＝
押
お
α
P
や
刈
映

④
日
．
出
鴛
写
μ
。
げ
旨
9
『
｝
噛
潟
免
轟
§
ミ
恥
ミ
ら
ミ
§
騰
ミ
告
跨
嚢
9
ミ
馬
鏡
ぎ
ミ

　
§
§
騨
罫
黛
蹉
§
宍
＆
ミ
弓
ミ
§
。
譜
恥
§
習
b
ミ
禽
ミ
画
§
箆
壕
さ
“
ミ
£
曹
ミ

　
ぎ
ミ
ミ
鶏
§
寒
ミ
い
ミ
ミ
回
唖
目
。
ヨ
。
＜
回
押
　
霧
伊
豆
9
図
H
く
～
区
く
H
■

⑤
嗣
・
躍
麟
。
三
白
簿
｝
・
6
夢
占
愚
■
ミ
‘
冥
×
H
～
着
H
り

⑥
ρ
臣
。
。
圃
智
℃
邑
巨
圃
奉
芝
肖
㊦
喝
。
洋
8
岩
霞
。
冨
8
δ
σ
q
8
ρ
一
ω
ξ
く
2
貯

　
ω
毛
ρ
ρ
ρ
穿
疑
§
糺
咽
憂
“
噛
客
㊦
宅
ω
の
鼠
o
ρ
＜
o
】
．
り
’
翼
9
画
ち
窃
Q
。
噛
や
q
。
卜
。
『
臨
二

　
訪
σ
q
’
お
∴
図
．
ρ
｝
α
q
鑓
ぞ
巴
ρ
－
d
a
プ
〈
鷲
。
審
ω
0
9
。
鍵
マ
。
旨
〉
｛
σ
q
冨
三
ω
伸
餌
戸

　
趣
蕊
艦
§
ミ
咽
藩
劉
ズ
①
妻
の
Φ
ユ
。
。
啄
噛
く
9
．
一
Q
。
噛
客
8
・
H
も
℃
回
㊤
ω
Q
。
”
℃
や
鮮
の
？
δ
Q
。
．

　
識
α
Q
」
．

⑦
即
ρ
群
星
月
舘
ρ
。
》
ミ
ニ
ゆ
σ
q
’
継
・

⑧
録
頃
鎧
巴
ρ
§
馬
。
§
寒
§
、
a
い
ご
、
音
§
秘
§
穿
。
ミ
馬
§
ミ
切
ミ
き
韓

　
」
ミ
噛
び
。
コ
α
9
y
お
⑦
Q
。
曜
℃
ピ
ミ
㊤
．

⑨
カ
ー
ブ
ル
国
立
博
物
館
に
お
け
る
筆
者
の
観
察
に
よ
る
。

⑩
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
考
古
資
料
S
W
A
八
五
三
㈹
。

⑪
］
〉
ω
。
三
目
ヨ
び
①
薦
。
3
ど
⑦
ヨ
鴛
耳
・
の
8
署
。
三
暫
這
ミ
賜
国
乱
ミ
§
欝
日
、
。
ヨ
。

　
H
H
’
周
器
。
…
〇
三
〇
さ
。
’
℃
や
匿
卜
。
1
一
6
、
覧
．
H
．
～
麟
．

⑫
　
ア
フ
ガ
ン
考
古
研
究
所
々
長
シ
ャ
ー
ヒ
ー
・
バ
ー
イ
ー
・
ム
ス
タ
マ
ソ
デ
ィ
博

　
士
の
御
教
示
に
よ
る
。
現
在
写
真
資
料
は
な
く
、
未
発
表
で
あ
る
。
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⑬
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
考
古
資
料
S
W
A
八
五
〇
。

⑭
罫
期
巴
ド
α
ρ
愚
「
ミ
‘
嘗
H
謡
点
刈
。
。
■

⑮
原
実
ヨ
〈
霧
碧
く
簿
ρ
鐸
d
箕
三
紹
α
＜
7
P
ご
（
『
宗
教
研
究
』
獲
三
十
五

　
巻
第
一
輯
、
7
九
穴
一
年
）
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
荒
牧
典
俊
氏
の
御
教
示
に
負
う
。

ま
た
山
崎
元
一
、
月
輪
時
無
、
小
西
華
魁
の
各
氏
に
も
ウ
マ
i
・
マ
ヘ
ー
シ
ュ
ヴ

ァ
ラ
に
つ
き
御
教
示
を
頂
い
た
。
あ
わ
せ
明
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
な
お
、
挿

図
1
、
2
、
5
、
1
0
け
田
中
重
雄
が
製
図
し
た
。
　
　
　
　
（
桑
山
正
進
）
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ウ
マ
ー
　
マ
へ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
像
の
銘
文

　
タ
パ
・
ス
カ
ソ
ダ
ル
出
土
の
大
理
石
彫
像
に
刻
ま
れ
た
銘
文
に
つ
い
て
今

日
ま
で
に
判
明
し
た
点
を
説
明
し
て
お
こ
う
。

　
銘
文
は
、
像
の
基
台
の
研
磨
さ
れ
た
前
面
の
、
三
行
八
十
四
記
号
（
句
読

点
等
も
含
む
）
の
陰
刻
で
あ
る
。
一
行
属
二
十
字
、
二
行
目
四
十
六
字
、
三

行
目
十
八
字
と
い
う
不
均
衡
な
文
字
の
配
分
は
、
基
台
の
む
か
っ
て
右
半
の

上
辺
を
ヴ
マ
i
像
の
暮
す
そ
が
覆
っ
て
い
る
た
め
で
、
文
章
の
段
落
に
は
関

係
が
な
い
。
文
字
の
青
り
は
深
く
明
確
で
、
二
行
目
中
央
か
ら
右
の
七
宇

（一

ﾚ
O
q
a
．
　
睡
㎝
～
㎝
｝
）
に
わ
た
っ
て
石
の
表
面
が
う
す
く
側
離
し
て
い
る
以
外
は
、

保
存
状
態
も
良
好
で
あ
る
。

　
瀧
口
月
体
は
、
グ
ブ
タ
・
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
を
中
盤
接
継
承
す
る
、
い
わ
ゆ
る
シ
ッ

ダ
・
マ
1
ト
リ
カ
！
し
ら
乙
“
7
ρ
ヨ
鋒
葺
帥
悉
曇
、
　
ま
た
は
ビ
ュ
ー
ラ
～
の
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

う
「
鋭
角
ブ
ラ
ー
フ
ミ
…
」
ρ
o
暮
。
山
お
器
島
ゆ
蝕
財
宝
回
の
特
徴
を
よ
く
あ

ら
わ
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ω
文
字
の
右
上
か
ら
左
下
に
や
や
傾
き
（
。
｛
・

⇒
o
ω
．
伊
メ
お
”
回
ρ
ω
O
～
ω
四
魔
”
置
～
α
ρ
①
ド
露
匂
①
倉
謬
”
課
”
謬
）

②
文
字
の
下
辺
ま
た
は
履
辺
に
来
る
画
の
末
端
が
鋭
角
を
な
し
（
こ
の
特
徴

か
ら
ρ
o
舜
？
舞
α
q
冨
島
切
轟
ゴ
B
剛
の
命
名
が
さ
れ
て
・
い
る
。
o
野
司
9
・
8
H
捌

一
ω
㌧
届
閣
一
①
曽
b
⊃
ρ
卜
⊃
一
》
卜
⊃
Q
Q
り
謹
噂
Q
Q
ρ
ω
ゲ
Q
Q
Q
Q
”
ω
心
層
ω
博
戯
盒
＆
”
ミ
”
お
”
朝
9

q
蒔
～
㎝
ρ
α
○
。
い
㎝
り
》
⑦
ピ
①
ω
．
①
μ
刈
O
～
諺
り
刈
野
刈
ρ
刈
メ
G
。
O
）
、
③
た
て
の
画

が
頭
に
く
さ
び
型
の
短
か
い
横
の
画
を
も
つ
（
こ
の
特
徴
か
ら
、
こ
の
グ
ル

ー
プ
を
塁
一
＝
お
ρ
含
鳥
ヒ
ご
増
巴
冒
ヨ
周
と
名
付
け
る
学
者
も
あ
る
）
、
な
ど
で
あ

る
。
な
お
嵩
。
。
・
．
N
ρ
巳
”
遡
る
押
卜
。
瓜
以
下
、
多
く
の
文
字
が
上
部
を
開

い
た
ま
ま
で
、
頭
に
横
長
の
画
を
も
た
ず
、
各
文
字
が
横
に
つ
な
が
る
こ
と

な
く
、
各
自
が
独
立
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
鋭
角
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
ま
で
の
古

型
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
の
特
徴
で
あ
る
。

　
鋭
角
ブ
ラ
ー
フ
ミ
…
は
グ
ブ
タ
・
．
フ
ラ
ー
フ
ミ
～
の
最
後
期
に
属
し
、
今

日
北
イ
ン
ド
に
も
ち
い
ら
れ
て
い
る
デ
…
ヴ
ァ
・
ナ
ー
ガ
リ
ー
の
国
形
を
な

す
ナ
ー
ガ
リ
ー
（
昌
ρ
σ
q
p
」
コ
）
に
直
接
先
行
す
る
。
ナ
…
ガ
リ
ー
の
特
徴
は
、

文
字
の
上
部
を
横
の
画
で
閉
じ
、
そ
の
横
画
を
左
右
に
の
ば
し
て
文
字
を
つ
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な
い
で
い
る
煮
に
あ
る
¢
そ
し
て
上
述
の
鋭
角
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
の
諸
特
徴
を

す
べ
て
う
し
な
い
、
母
音
符
号
や
複
合
文
字
の
笛
三
子
音
の
y
が
よ
り
装
飾

的
に
長
く
な
る
。
ナ
ー
ガ
リ
ー
が
あ
ら
わ
れ
る
最
初
の
碑
文
は
マ
ホ
ー
ダ
ヤ

の
ヴ
。
ナ
馬
力
f
ラ
（
塁
勲
爵
≦
・
・
留
ξ
巴
・
）
銅
板
銘
七
九

　
②

四
年
で
あ
る
。
ビ
ュ
ー
ラ
ー
は
、
南
イ
ン
ド
の
カ
ナ
リ
i
語
地
域
に
ナ
…
ガ

リ
ー
と
鋭
角
ブ
ラ
ー
フ
ミ
i
混
混
の
碑
文
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
八
世
紀
初
ご

ろ
に
は
北
イ
ン
ド
で
ナ
ー
ガ
リ
ー
も
使
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て

い
る
。

　
鋭
角
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
が
最
初
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
ボ
ー
ド
ガ
ヤ
i
出
土
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

マ
ハ
ー
ナ
ー
マ
ソ
ヨ
巴
げ
正
音
9
，
ヨ
雪
碑
文
二
点
、
　
お
よ
び
ヤ
ム
ナ
ー
河
上
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

で
発
見
さ
れ
た
ラ
ッ
カ
ー
マ
ン
ダ
ル
い
巴
（
巨
喬
ヨ
曽
8
巴
碑
文
で
あ
る
。

マ
ハ
ー
ナ
ー
マ
ン
碑
文
は
二
六
九
年
の
紀
年
を
も
つ
。
　
こ
れ
は
グ
プ
タ
紀

元
に
よ
る
ゆ
え
、
朗
五
八
八
～
五
八
九
年
に
あ
た
る
。
ラ
ッ
カ
ー
マ
ン
ダ
ル

碑
文
は
紀
年
銘
を
も
た
な
い
が
、
　
ビ
ュ
ー
ラ
ー
は
大
体
㎜
六
〇
〇
年
に
比

定
し
て
い
る
。
マ
へ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
銘
文
は
こ
の
二
．
碑
文
、
こ
と
に
”
、
ハ

；
ナ
ー
マ
ン
碑
文
に
共
均
す
る
も
の
が
多
い
。
字
型
で
こ
の
両
者
に
共
通

し
て
他
に
類
例
の
な
い
（
後
述
す
る
カ
ー
ブ
ル
の
ガ
ネ
ー
シ
ャ
像
銘
文
を
別

に
す
れ
ば
）
も
の
は
①
（
ロ
。
●
回
）
と
剛
斜
（
8
■
卜
。
刈
）
、
他
の
碑
文
に
も
例

の
あ
る
も
の
は
目
（
鵠
。
・
ω
刈
）
辱
σ
q
㊤
（
昌
。
ω
・
心
鮒
㎝
日
医
。
。
同
）
－
o
㊤
（
口
。
。
。
・
Q
。
P

謡
）
L
苓
（
跡
。
．
b
。
り
）
”
3
（
コ
。
。
。
．
継
も
。
曽
O
メ
。
。
b
。
γ
α
欝
（
昌
。
伊
μ
①
、
ざ
Y
噸
麟

（
窩
。
◆
誌
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
。
の
左
上
角
を
直
角
に
し
た
逆
三
角

型
、
σ
Q
ρ
の
左
の
画
の
下
辺
に
鍵
を
つ
け
な
い
型
、
塗
の
右
下
の
画
を
上
に

は
ね
あ
げ
る
型
、
な
ど
は
七
、
八
世
紀
な
い
し
そ
れ
以
後
に
の
み
見
ら
れ
る

特
徴
で
、
要
素
と
し
て
は
比
較
的
あ
た
ら
し
い
。
一
方
、
複
合
文
字
の
第
一

子
音
と
し
て
の
　
犀
（
芹
料
．
”
コ
9
卜
⊃
ω
冒
岸
鴬
ご
二
ρ
ω
Q
Q
）
は
、
グ
プ
タ
・
ブ
ラ

ー
フ
ミ
ー
、
あ
る
い
は
ク
シ
ャ
ー
ナ
・
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
う

る
古
い
要
素
で
、
八
世
紀
以
後
は
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。

　
犀
ρ
（
コ
P
卜
。
刈
）
は
二
者
の
み
に
共
通
し
、
他
に
例
が
な
い
。
本
銘
文
中
で

は
他
に
二
回
岸
ρ
宇
が
用
い
ら
れ
る
（
昌
。
ω
・
b
。
u
｝
。
。
）
が
、
こ
の
二
つ
は
マ
ハ

ー
ナ
ー
マ
ン
碑
文
以
後
の
す
べ
て
と
共
通
す
る
別
な
字
型
で
あ
る
。
き
■
昏
。
刈

の
欝
は
、
左
下
に
環
を
も
た
な
い
、
マ
ウ
リ
ヤ
か
ら
ク
シ
ャ
ー
ナ
、
グ
プ

タ
を
通
じ
て
用
い
ら
れ
た
古
型
と
、
八
世
紀
以
後
の
ナ
ー
ガ
リ
ー
型
と
の
中

間
に
位
し
て
両
者
を
つ
な
ぐ
も
の
と
理
解
し
う
る
。

　
マ
ハ
…
ナ
ー
マ
ソ
碑
文
と
共
通
し
な
い
宇
型
の
中
に
も
、
同
じ
く
新
型
と

古
型
の
錯
綜
が
あ
る
。
共
通
し
な
い
も
の
は
、
《
ρ
（
瞬
6
。
。
・
b
。
声
お
”
。
。
O
γ
罫

（
昌
○
㏄
●
　
一
①
”
　
悼
◎
◎
”
　
ω
儀
層
　
螂
り
）
”
一
・
二
・
6
q
・
．
o
・
。
』
り
）
、
複
合
文
字
に
見
え
る
偽

（
少
．
ρ
…
き
望
一
μ
ω
ω
，
骨
9
＝
さ
．
ぱ
y
・
。
騨
（
き
ω
・
8
卜
。
H
）
で
あ
る
。
こ
の

う
ち
ぢ
は
、
グ
プ
タ
・
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
で
は
左
画
．
の
末
端
が
環
を
な
す
の

が
通
常
で
、
口
。
幹
謹
・
偽
P
O
。
O
の
型
は
、
グ
プ
タ
期
で
は
曲
四
六
五
年
の
イ

　
　
　
　
　
⑤

ン
ド
ー
ル
碑
文
に
し
か
例
が
な
い
。
ビ
ュ
ー
ラ
ー
、
　
へ
～
ル
ン
レ
等
が
グ
ブ
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タ
・
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
の
西
方
グ
ル
ー
プ
と
呼
ん
で
い
る
タ
ク
ラ

マ
カ
ン
周
辺
出
土
の
バ
ウ
ア
ー
写
本
に
も
こ
の
例
は
見
ら
れ
ず
、

ク
シ
ャ
ー
ナ
期
の
碑
文
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
は
じ
め
て
み
い
だ
さ

れ
る
。
冨
も
ま
た
古
型
に
属
し
、
鱒
四
五
九
年
の
ゴ
ー
ラ
ク
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ル
出
土
カ
ハ
ウ
ン
碑
文
の
類
例
以
外
で
は
、
や
は
り
ク
シ
ャ
ー

ナ
期
に
さ
か
の
ぼ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
第
の
下
辺
先
端
に
か
ぎ
を
も
つ
型
は
、
グ
プ
タ
期
の
ビ
ル

　
　
　
　
⑦

サ
ッ
ド
碑
文
に
あ
る
が
、
か
ぎ
の
形
が
ま
っ
た
く
異
な
る
。
特

に
昌
。
．
紹
の
ご
と
く
極
端
に
は
ね
あ
げ
る
の
は
、
八
世
紀
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ナ
ー
ガ
リ
ー
に
は
じ
め
て
あ
ら
わ
れ
る
。
バ
ウ
ア
i
写
本
は

昌
。
・
。
・
H
◎
鱒
。
。
層
Q
。
心
と
似
て
い
る
が
、
譜
9
切
O
と
相
似
す
る
も

の
は
な
い
。

　
本
銘
文
に
単
独
の
澄
は
な
い
が
、
複
合
文
字
の
第
【
子
音

と
し
て
使
わ
れ
る
三
例
よ
り
見
た
か
ぎ
り
で
は
、
左
下
辺
に
か

ぎ
型
の
足
を
も
た
ず
、
そ
の
か
わ
り
で
あ
ろ
う
か
、
左
下
が
鋭

い
角
を
な
し
て
い
る
点
で
、
他
の
い
か
な
る
碑
文
と
も
異
な
る
。

コ
。
．
一
㎝
は
き
■
ω
。
。
お
よ
び
コ
9
鳶
と
く
ら
べ
ば
、
原
稿
を

書
い
た
人
か
彫
刻
技
術
者
が
左
下
端
か
ら
右
上
に
は
ね
あ
げ
る

画
を
忘
れ
た
、
単
な
る
ミ
ス
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
様
に

他
の
例
と
ま
っ
た
く
異
な
る
要
素
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
注
意
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に
価
す
る
。

　
ω
ρ
は
前
述
ビ
ル
サ
ッ
ド
、
イ
ン
ド
ー
ル
、
ラ
ッ
カ
ー
マ
ン
ダ
ル
碑
文
に

通
ず
る
。
こ
の
型
は
マ
ウ
リ
ヤ
か
ら
ク
シ
ャ
ー
ナ
に
か
け
て
用
い
ら
れ
た
古

型
で
あ
り
、
グ
プ
タ
・
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
、
鋭
角
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
の
時
代
は
、

の
ち
の
ナ
ー
ガ
リ
ー
に
用
い
ら
れ
る
型
と
が
重
な
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。

な
お
バ
ウ
ア
…
写
本
は
ナ
ー
ガ
リ
ー
型
が
一
般
的
で
あ
る
。

　
マ
へ
！
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
碑
文
の
関
連
資
料
と
し
て
興
味
深
い
碑
文
が
あ
る
。

カ
ー
ブ
ル
市
内
の
シ
ー
ク
教
寺
院
ピ
ー
ル
・
ラ
タ
ン
・
ナ
ー
ト
・
ダ
ル
ガ
ー

に
保
存
さ
れ
、
ガ
ズ
ニ
ー
の
西
ガ
ル
デ
ズ
出
土
と
伝
え
ら
れ
る
ガ
ネ
ー
シ
ャ

⑨像
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
基
台
に
は
、
本
銘
文
の
字
型
と
酷
似
し
た
鋭
角
ブ

ラ
ー
フ
ミ
ー
で
二
行
の
銘
文
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
銘
文
の
写
真
が
入
手
で

き
ず
、
報
告
書
の
不
鮮
明
な
写
真
で
見
た
の
み
で
あ
る
が
、
マ
へ
ー
シ
ュ
ヴ

ァ
ラ
銘
文
に
特
徴
的
な
H
P
一
ρ
甑
P
ω
ρ
は
す
べ
て
ガ
ネ
ー
シ
ャ
碑
文
に
共

通
し
て
い
る
。
墨
と
㌶
は
マ
ヘ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
銘
文
に
同
じ
、
汐
は
左

下
に
か
ぎ
つ
き
の
足
を
つ
け
る
普
通
の
型
と
マ
へ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
銘
文
型
の

二
つ
を
併
用
し
、
ω
ρ
も
マ
ウ
リ
ヤ
・
ク
シ
ャ
ー
ナ
型
と
グ
プ
タ
・
ブ
ラ
ー

フ
ミ
…
型
の
マ
へ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
銘
文
型
を
併
用
し
て
い
る
。

　
母
韻
符
号
の
形
に
つ
い
て
は
本
銘
文
に
特
異
性
は
な
い
。
母
音
虹
符
号
は

文
字
の
下
辺
に
右
半
円
を
え
が
き
、
そ
の
下
端
を
左
に
は
ね
た
も
の
を
つ
け

る
場
合
（
コ
ρ
。
。
O
）
と
、
短
か
い
垂
直
な
画
を
椴
下
辺
に
つ
け
る
場
合
（
口
。
。
・
・

一
ト
⊃
》
b
。
ザ
蕊
）
と
が
あ
り
、
①
符
号
と
し
て
は
上
辺
に
左
上
よ
り
右
下
に
斜
線

を
加
え
る
も
の
（
p
9
ミ
）
と
、
上
辺
の
水
平
画
を
左
に
の
ば
し
、
そ
の
左

端
を
下
に
短
か
い
ま
が
り
を
つ
け
る
も
の
（
嵩
○
ω
・
μ
野
ω
じ
。
”
蒔
9
①
ρ
繰
）
の

二
つ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
い
つ
れ
も
前
者
が
新
型
、
後
者
が
古
型
で
あ
る
。

こ
の
様
な
二
種
の
符
号
の
併
用
は
グ
プ
タ
・
ブ
ラ
ー
フ
ミ
…
と
鋭
角
ブ
ラ
d

フ
ミ
！
を
通
じ
て
一
般
に
行
な
わ
れ
、
ナ
ー
ガ
リ
ー
に
入
っ
て
よ
う
や
く
古

型
が
消
費
す
る
の
で
あ
る
。
符
号
に
は
本
銘
文
の
特
異
性
は
な
い
が
、
そ
の

書
体
は
イ
ン
ド
一
般
の
鋭
角
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
と
異
な
り
、
一
符
号
。
符
号
と

も
に
左
端
が
太
く
、
右
へ
と
徐
々
に
細
く
な
っ
て
右
端
は
鋭
角
に
お
わ
る
。

イ
ン
ド
一
般
で
は
、
左
霜
両
端
と
も
鋭
角
で
中
央
が
太
く
な
っ
て
い
る
。
マ

へ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
銘
文
の
型
（
ガ
ネ
ー
シ
ャ
銘
文
に
も
共
通
し
て
い
る
）
に

比
べ
て
、
イ
ン
ド
型
は
二
、
三
倍
の
長
さ
を
も
ち
、
装
飾
的
性
格
が
強
く
感

じ
ら
れ
る
。
装
飾
的
性
格
は
複
合
文
字
の
第
二
子
音
の
鳳
9
の
長
さ
に
も
見

ら
れ
る
。
マ
へ
…
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
銘
文
に
こ
の
性
格
は
み
と
め
ら
れ
な
い
が
、

ガ
ネ
ー
シ
ャ
銘
文
は
左
下
に
長
く
の
ば
し
た
ぢ
の
例
が
一
つ
あ
る
。

　
以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
を
通
じ
て
見
る
と
、
種
々
の
混
乱
が
あ
る
点
に
本
銘

文
の
表
記
全
体
に
わ
た
っ
て
の
特
徴
が
あ
る
と
云
え
よ
う
。
先
ず
、
同
一
文

字
が
異
っ
た
形
に
表
記
さ
れ
る
例
が
多
い
。
窮
（
き
ω
・
卜
。
。
。
”
G
。
叔
と
5
0
。
。
．
同
9

α
り
）
》
プ
即
（
コ
。
ω
・
。
。
卜
⊃
曽
①
り
と
3
◆
置
）
程
度
の
差
異
は
他
の
碑
文
に
も
あ
り

う
る
こ
と
で
あ
る
し
、
二
つ
の
ヨ
9
9
い
く
鴛
菩
（
8
。
・
・
お
～
日
立
同
6
ω
・
。
。
一
～
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ω
㎝
）
の
響
ρ
の
ち
が
い
は
単
な
る
ミ
ス
と
見
る
こ
と
も
出
来
る
が
、
笠
つ
の

く
量
箆
（
嵩
。
ω
．
回
押
同
b
。
コ
θ
o
G
。
．
鱒
ρ
b
。
ご
昌
。
。
。
．
遷
層
圃
も
。
）
の
噸
谷
口
お
よ
び

三
つ
の
び
養
｝
…
萄
（
富
O
ω
・
P
δ
一
頃
。
ω
．
b
。
伊
N
O
コ
μ
o
ω
．
刈
μ
蕊
）
の
σ
h
ρ

と
げ
罎
欝
の
夫
々
は
相
互
に
違
い
す
ぎ
て
い
る
。
鷲
＝
豪
v
．
留
は
こ
の
ま

ま
で
は
ω
目
毎
と
読
む
べ
き
で
、
右
上
の
た
て
の
画
を
下
辺
の
中
央
の
画
に

つ
な
ぐ
部
分
が
欠
け
た
た
め
㏄
円
峯
に
な
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
草
稿
を
書

い
た
も
の
が
単
に
文
字
に
関
す
る
技
術
者
で
文
章
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
た

め
誤
ま
り
に
気
づ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
様
の
こ
と
は
自
ρ
蕊

に
つ
い
て
も
言
え
る
。
左
上
辺
の
く
さ
び
型
か
ら
下
に
の
び
る
短
か
い
画
が

欠
け
て
い
る
。
ま
た
び
蜜
と
く
ら
べ
る
と
、
嵩
。
・
謡
9
ω
・
ρ
“
。
朝
は
上
辺

を
閉
じ
る
画
を
忘
れ
た
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
喝
欝
と
読
ま
る
べ
き
別

な
文
字
で
あ
る
。
日
銭
（
め
9
c
Q
）
も
ま
た
旨
で
あ
っ
て
嵩
旨
と
は
読
み
に

く
い
。
同
じ
様
な
混
乱
が
昌
9
に
も
あ
る
（
昌
。
ω
●
亟
。
。
”
④
O
嚇
づ
。
㏄
．
○
。
」
刈
。
。
）
。

こ
れ
は
恐
ら
く
表
記
者
か
彫
刻
者
が
け
ρ
（
o
o
ω
．
。
。
ρ
蒔
ω
層
①
餅
鶏
u
。
。
卜
⊃
）
と

混
同
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
同
一
音
を
あ
ら
わ
す
の
に
異
っ
た
文
字
を
用
い
る
例
は
前
述
し
た
H
欝

（一

ﾏ
O
Q
c
・
　
b
⊃
　
　
H
Q
Q
・
　
嵩
O
●
　
ト
つ
刈
　
　
　
　
　
始
　
　
　
　
　
　
　
噸
）
と
σ
げ
騨
（
邑
㌦
δ
旧
き
・
①
ω
）
が
あ
る
。
き
・
①
ω

の
σ
げ
ρ
は
マ
ハ
ー
ナ
ー
マ
ソ
碑
文
に
も
あ
る
が
、
昌
○
・
心
O
の
左
下
に
環
を

も
つ
例
は
習
っ
た
く
無
く
、
こ
れ
も
ま
た
虚
字
の
際
、
比
較
的
似
た
形
を
し

て
い
る
閃
ρ
と
混
同
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
ガ
ネ
ー
シ
ャ
銘
文
に
び
冨
字

は
二
回
出
る
が
、
左
下
に
の
び
る
画
が
太
く
な
り
、
2
9
お
に
か
な
り
近

い
形
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
写
真
が
不
鮮
明
で
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、

客
9
腿
O
の
よ
う
に
左
下
が
環
に
な
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

　
以
上
の
混
乱
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
こ
の
銘
文
を
筆
写
し
た
老
が
文
章
を

理
解
し
て
い
た
と
は
思
え
な
い
。
中
に
は
彫
刻
技
術
者
の
、
ミ
ス
で
あ
り
う
る

も
の
も
あ
り
は
す
る
が
、
そ
の
多
く
は
あ
る
字
を
他
の
文
字
と
と
り
ち
が
え

た
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
文
字
を
知
っ
て
は
い
る
が
、
言
葉
を
よ

く
知
ら
な
い
筆
写
生
（
P
）
が
原
文
と
彫
刻
者
の
問
に
介
在
し
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
代
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
が
よ

く
知
ら
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
あ
り
そ
う
な
こ
と
は
、
イ
ン
ド
か
ら

と
り
よ
せ
た
原
文
を
筆
写
す
る
際
に
混
乱
が
お
こ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
点
、
タ
パ
・
ス
カ
ン
ダ
ル
を
ふ
く
め
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
こ
の
地
方

が
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
文
化
に
お
け
る
辺
境
地
域
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
句
読
点
に
も
本
銘
文
の
特
異
性
が
あ
る
。
き
。
。
■
ω
◎
。
。
艀
は
段
落
を
示
す

も
の
で
あ
る
が
、
一
般
に
こ
の
様
な
段
落
は
碑
文
に
は
稀
で
あ
る
。
こ
れ
は

本
銘
文
が
韻
文
で
あ
る
た
め
に
特
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
H
冒
。
・
ω
α

の
三
つ
の
点
、
昌
。
・
①
①
の
一
つ
の
点
は
異
様
で
あ
る
。
欝
9
ω
㎝
は
ヴ
を
あ

ら
わ
す
べ
き
で
あ
る
が
、
ヴ
は
郎
9
μ
メ
ト
。
b
。
の
二
つ
の
点
が
普
通
で
あ
る
。

あ
る
い
は
、
溢
ρ
ω
㎝
は
段
落
の
前
で
あ
る
た
め
一
点
を
余
分
に
つ
け
加
え
、
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き
・
①
①
は
第
三
句
と
第
四
句
の
段
落
を
示
す
た
め
か
、
　
ま
た
は
行
が
か
わ

る
た
め
一
点
を
お
い
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
】
9
9
0
。
ω
も
ま
た
文
宇
と
し

て
読
む
こ
と
の
困
難
な
記
号
で
あ
る
。
き
・
ω
切
の
宿
端
の
点
と
同
様
、
段

落
の
前
に
一
点
を
お
き
、
文
の
終
り
を
示
す
二
本
の
た
て
の
線
を
最
後
に
お

く
べ
き
と
こ
ろ
を
、
そ
の
点
と
二
本
線
の
左
の
一
本
と
が
手
書
き
の
際
つ
な

が
っ
た
の
を
、
そ
の
ま
ま
転
写
ま
た
は
彫
刻
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
そ
の
他
で
は
き
・
象
が
解
読
困
難
で
あ
る
。
文
字
と
し
て
は
♂
、
9
1

か
爵
叫
で
あ
る
が
、
文
章
に
な
り
に
く
い
。
後
述
す
る
が
、
韻
律
か
ら
見

る
と
、
こ
れ
を
省
く
方
が
都
合
が
よ
い
の
で
あ
る
。

　
銘
文
の
言
語
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
、
少
し
く
正
型
と
異
な
る
点
は
あ
る

が
、
そ
れ
ら
は
文
法
上
の
問
題
で
は
な
く
字
綴
り
の
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
§
鐸
怠
が
ヨ
鐸
欲
（
幽
’
皇
・
ω
曜
・
一
）
に
、
葺
が
鉱
嵩
（
コ
○
．
㎝
）
に
、

旨
ρ
が
ヨ
ヨ
ρ
（
コ
9
一
ω
）
に
、
聞
霞
↓
9
1
が
｝
多
同
簿
9
、
（
影
。
」
㊤
）
に
、
囚
臨
）
、
卸

が
囚
嵩
卸
（
髪
）
■
N
ω
）
に
蓑
記
さ
れ
て
い
る
。
本
来
単
子
音
で
あ
る
も
の
を

重
ね
る
こ
と
は
碑
文
に
も
写
本
に
も
し
ば
し
ば
あ
る
こ
と
で
、
こ
と
に
量
叶

に
は
多
い
こ
と
ゆ
え
、
こ
こ
で
問
題
に
す
る
こ
と
も
な
い
。
銘
文
の
後
半
に

は
卍
よ
だ
疑
問
が
多
い
が
、
　
一
応
可
龍
彫
な
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
シ
評
一
ン
を
表
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

段
に
示
す
。
そ
の
中
、
疑
問
の
あ
る
読
み
に
は
　
、
原
文
を
訂
正
し
．
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

は
、
訂
正
す
べ
き
原
文
宇
の
藏
後
に
正
し
い
も
の
を
　
を
付
し
て
加
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
レ
、

　
ま
た
表
の
中
段
に
韻
律
を
示
す
。
前
半
Z
ρ
。
。
①
ま
で
は
累
9
ミ
ま
で

の
繁
一
句
、
螺
9
鵯
以
下
の
第
二
句
に
わ
か
れ
る
韻
文
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
ω
に
示
し
た
。
窯
9
。
。
圃
以
下
は
韻
が
と
り
に
く
い
。
仮
に
翼
霧
・

。。

ﾞ
～
．
あ
．
、
巳
へ
夢
o
ρ
三
多
出
4
纂
2
、
ヨ
9
薮
（
庁
！
、
o
客
冬
”
を
挿
入
句
で
原
詩
に

な
か
っ
た
も
の
と
し
、
更
に
問
題
の
あ
る
笥
。
。
・
．
⑦
9
刈
メ
Q
。
ω
を
除
外
す
る

と
、
累
・
。
。
．
お
～
黛
累
。
。
。
．
ミ
～
。
。
卜
。
を
夫
々
第
三
句
、
第
四
句
と
し
て
、

表
中
段
の
ω
の
韻
律
を
と
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
都
分
は
未
解
決
の
箇
所
が

多
い
の
で
、
こ
の
様
に
切
る
こ
と
の
当
否
は
わ
か
ら
な
い
。
殊
に
第
三
句
は
、

単
に
表
記
の
混
乱
の
み
な
ら
ず
、
文
章
に
も
混
乱
が
あ
る
様
に
思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
瓢
9
①
O
は
元
来
言
き
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
3
と
H
影
は

文
字
が
酷
似
し
て
い
る
の
で
筆
写
の
蒔
混
乱
し
て
そ
の
一
を
お
と
し
き
一

字
に
し
た
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
は
閂
δ
を
琴
と
誤
記
し
た
の
で
は
な
い

か
、
と
の
示
唆
を
う
け
て
い
る
。

　
以
上
の
諸
難
点
あ
る
上
、
内
容
的
に
も
問
題
が
あ
る
、
翼
状
で
は
訳
文
を

決
定
し
が
た
い
が
、
大
略
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
「
一
の
身
に
住
す
る
三
が
あ
る
。
　
（
三
と
は
）
ブ
ラ
フ
”
、
ン
、
ヴ
ィ
シ
ニ

　
ヌ
、
　
マ
へ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
で
あ
る
。
　
ヴ
ィ
シ
ニ
ヌ
は
行
為
者
（
？
・
）
、
　
ブ

　
ラ
フ
昨
、
ン
は
煙
汀
晶
菊
（
，
■
）
、
胃
、
へ
…
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
こ
そ
は
根
　
兀
（
P
・
）
で
♪
の

　
る
。
尊
き
マ
ハ
ー
デ
ー
ヴ
ァ
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
。
（
こ
こ
ろ
愚
か
な
も

　
の
の
到
達
し
え
な
い
と
こ
ろ
の
P
）
神
〔
剛
、
へ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
〕
の
、
ヴ
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イ
シ
ュ
ヌ
の
、
そ
し
て
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
、
そ
の
住
処
に
Y
私
は
（
行
っ

　
た
？
）
。
」

　
こ
れ
は
明
ら
か
に
ヒ
ン
ド
ゥ
の
三
大
神
ブ
ラ
フ
マ
ン
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
、
シ

ヴ
ァ
の
一
体
を
説
く
も
の
で
あ
る
が
、
創
造
神
ブ
ラ
フ
司
、
ン
、
保
護
神
ヴ
ィ

シ
ュ
ヌ
、
破
壊
神
シ
ヴ
ァ
と
い
う
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
般
の
性
格
づ
け
と
異
な
り
、
こ

こ
で
は
他
に
類
例
を
今
の
と
こ
ろ
見
高
せ
な
い
困
（
㊤
罫
ひ
只
H
蔓
ρ
賭
碧
9
彊
ρ

と
い
う
性
格
を
三
神
に
冠
し
て
い
る
。
恐
ら
く
は
シ
ヴ
ァ
を
特
に
三
神
の
中

心
的
存
在
と
し
て
強
調
す
る
、
　
（
世
界
秩
序
の
）
　
「
根
元
」
で
あ
る
シ
ヴ
ァ
、

（
秩
序
の
）
　
「
作
動
老
」
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
、
　
（
世
界
の
）
　
「
変
転
自
体
」
で
あ

る
ブ
ラ
フ
マ
ン
と
い
う
、
シ
ヴ
ァ
派
特
有
の
性
格
づ
け
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
、
今
後
シ
ヴ
ァ
関
係
の
文
献
を
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
お
こ
こ

で
シ
ヴ
ァ
の
名
を
使
っ
て
は
い
る
が
、
銘
文
で
は
シ
ヴ
ァ
の
語
は
な
く
マ
へ

ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
マ
ヘ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
の
名
で
呼
ば
れ
る
神
は
、
ウ
ィ
ー
マ
・
カ
ド
フ
ィ
セ

…
ス
貨
幣
に
す
で
に
あ
ら
わ
れ
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
お
よ
び
以
西
に
早
く
か
ら
信

仰
さ
れ
た
神
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
し
か
も
古
く
は
こ
の
名
は
必
ず
し
も
シ
ヴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ア
の
み
を
指
す
名
と
は
限
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
タ
パ
・
ス
カ
ン
ダ
ル

出
土
の
シ
ヴ
ァ
像
が
こ
の
名
で
呼
ば
れ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

　
上
述
し
た
銘
文
の
内
容
か
ら
は
銘
文
お
よ
び
造
像
の
年
代
を
推
定
す
る
手

が
か
り
は
求
め
ら
れ
な
い
が
、
字
型
書
体
は
そ
の
助
け
に
な
る
。
前
述
の
と

お
り
、
鋭
角
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
は
、
中
イ
ン
ド
で
は
六
世
紀
末
に
は
す
で
に
罵

い
ら
れ
、
七
二
八
世
紀
に
最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
｛
方
鋭
角
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー

に
直
接
続
く
ナ
ー
ガ
リ
ー
は
八
世
紀
中
に
は
始
ま
っ
て
い
る
ら
し
い
。
つ
ま

り
八
世
紀
に
は
両
者
共
存
の
時
期
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
本
銘
文
の

出
土
地
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
文
化
ま
た
は
イ
ン
ド
文
化
に
対
す
る
辺
地
性
、
お
よ

び
字
体
の
独
自
性
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
鋭
角
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
が
イ
γ
ド
に

行
な
わ
れ
た
年
代
か
ら
簡
単
に
本
銘
文
の
年
代
を
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
イ
ン
ド
で
用
い
ら
れ
た
文
宇
が
辺
地
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
も
た
ら
さ
れ

る
年
月
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
し
か
も
、
字
型
の
中
に
古
形

を
残
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
鋭
角
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
よ
り
新
ら
し
い
と
思
わ
れ

る
要
素
を
も
含
ん
で
い
る
限
り
は
、
そ
の
中
の
最
も
新
ら
し
い
要
素
を
年
代

推
定
の
基
準
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
マ
へ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
銘
文
と
よ
く

類
似
す
る
ガ
ネ
ー
シ
ャ
銘
文
を
五
・
六
世
紀
と
す
る
ト
ゥ
チ
の
比
定
は
従
っ

て
首
肯
し
が
た
く
、
大
き
く
幅
を
も
た
せ
て
、
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
と

考
え
る
の
が
最
も
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
か
ら
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
に
か
け
て
存
す
る
ブ
ラ
ー
フ
ミ
i
系
碑
文
は
、
マ
へ
ー
シ
ュ
ヴ

ァ
ラ
、
ガ
ネ
ー
シ
ャ
の
岬
銑
角
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
以
外
は
、
従
来
報
此
口
さ
れ
て
い

る
限
り
、
ラ
グ
マ
ー
ン
渓
谷
の
数
点
の
崖
面
の
碑
文
、
ペ
シ
ャ
ー
ワ
ル
博
物

館
の
数
点
な
ど
、
す
べ
て
ナ
ー
ガ
リ
ー
に
よ
る
碑
文
で
あ
り
、
時
代
は
よ
り

遅
く
な
る
。
そ
の
意
味
で
マ
へ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
と
ガ
ネ
ー
シ
ャ
の
二
銘
文
は
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特
異
な
も
の
で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
進
出
と
い
う
、
従

来
不
明
で
あ
っ
た
歴
史
の
部
分
に
新
ら
た
な
手
が
か
り
を
与
え
る
も
の
で
あ

る
。

①
｝
．
o
．
b
び
μ
三
。
き
富
ミ
§
潮
音
轟
唖
愚
ξ
「
電
・
ホ
・
ミ
し
り
｛
．

②
寒
ミ
§
鼠
ミ
心
§
§
H
㎝
噂
甥
」
蒔
ρ

③
9
ミ
δ
智
h
ミ
、
ぎ
ミ
塙
起
§
ミ
ミ
ミ
ミ
「
く
。
ド
q
。
讐
｛
）
｛
ソ
b
。
刈
と
こ
）
ド
メ
じ
．

④
憩
喧
、
尋
ミ
合
腎
ミ
箋
「
く
。
ド
一
ぬ
）
℃
．
さ
h
■

⑤
9
養
駐
冒
吻
ミ
§
§
窩
馬
ミ
守
§
ミ
§
き
く
。
ド
ω
層
電
』
。
。
費
℃
ド
鎮
じ
ご
．

⑥
§
3
憲
．
O
黛
二
箪
演
■

⑦
§
罫
庖
．
お
h
こ
鵠
く
．

⑧
即
国
。
零
巳
ρ
旨
§
、
Q
ミ
＆
§
諏
讐
§
⇔
。
§
w
黛
ミ
切
§
恥
鼻
く
。
幽
．
爵
距

　
覧
．
困
く
…
＜
o
｝
．
ま
1
押
覧
層
メ
メ
押
メ
×
目
　
o
累
茸
ρ
き
」
8
一
讐
3
玄
。
目
臼
H
H
目
．

⑨
野
無
§
ミ
甲
§
鼻
く
。
ド
ρ
や
。
。
b
。
。
。
噛
お
・
き
鴨
憩
碍
ミ
ミ
斜
智
ミ
ら
3

　
〆
×
×
く
層
ド
℃
℃
■
置
鴎
．
（
未
見
）
…
肉
含
馬
§
蕊
ミ
跨
ぎ
ぐ
。
　
ド
Q
。
”
旨
。
。
？
．
H
l
卜
。
讐

　
　
娼
や
δ
①
㎞
．

⑩
　
山
田
明
爾
「
ク
シ
ャ
ー
ナ
貨
幣
の
シ
ヴ
ァ
神
像
は
果
し
て
シ
ヴ
ァ
か
」
（
『
西
南

　
ア
ジ
ア
研
究
』
一
＝
冨
万
）
、
三
七
頁
以
降
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
田
明
爾
）

樋
　
口
　
隆

桑
　
山
　
正

山
　
田
　
明

康
鎚
京
都
大
学
文
学
部
助
教
授
・

　
　
　

進
H
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
助
手
・

　
　
　

爾
目
龍
谷
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
・

　
　
　

委
員
会
だ
よ
り

◇
遅
滞
し
て
お
り
ま
し
た
「
史
林
」
も
、
漸
く
五
四
巻
の
編
集
を
終
り
、

　
近
々
に
は
遅
れ
も
解
消
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
五
五
巻

　
（
来
年
度
）
か
ら
は
、
薪
た
な
編
集
体
制
と
企
画
を
も
っ
て
、
ま
す
ま

　
す
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
皆
様
の
一

　
層
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
毎
度
の
こ
と
な
が
ら
、
会
費
未
納
の
方
は
、
早
急
に
お
支
払
い
下
さ
い
。

㌍

瓶
竺
論
旨
二
語
翻
定
価
三
五
〇
円

　
史
林
（
第
五
四
巻
第
三
琶

　
　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

発
行
人
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
一
五
五
番

　
　
　
　
　
理
箪
長
　
　
羽
　
　
田
　
　
　
明

　
　
　
　
京
都
市
下
京
区
七
条
御
所
ノ
内
中
町
五
〇

印
刷
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
社
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